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井内老人クラブ





序
井
内
と
言
う
名
の
地
名
が
出
来
た
の
は
、
随
分
古
い

事
に
な
る
が
、
そ
の
範
囲
や
境
界
が
は
っ
き
り
し
た
の

は
幕
藩
体
制
が
生
ま
れ
庄
屋
が
置
か
れ
て
か
ら
で
あ
ろ

う

。

四
百
年
も
昔
の
話
に
な
る
の
が
庄
屋
単
位
の
村
が

出
来
て
そ
こ
が
小
部
落
に
分
割
さ
れ
統
治
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

そ
の
た
め
小
部
落
に
は
そ
れ
ぞ
れ
社
寺
堂

庵
が
設
け
ら
れ
て
祭
犯
し
た
。
明
治
に
な
る
と
こ
れ
ら

の
社
寺
堂
庵
の
運
営
に
多
大
の
費
用
が
か
か
る
の
で
政

府
が
合
杷
を
強
引
に
お
し
進
め
た

。

そ
の
結
果
、
井
内

各
地
に
あ
っ
た
社
寺
堂
庵
が
社
寺
誌
が
示
す
よ
う
に
変

っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

社
寺
誌
に
よ
る
社
寺
堂
庵
の
祭
神
を
調
べ
て
見
る
と
、

そ
の
殆
ん
ど
が
農
耕
と
関
係
が
あ
り
、
家
内
安
全
と
関

連
が
あ
る
。

こ
れ
は
医
療
機
関
や
気
象
に
関
す
る
知
識

が
な
か
っ
た
た
め
、
す
べ
て
が
神
頼
み
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
ろ
う
。

天
正
時
代
の
合
記
に
も
か
か
わ
ら
ず
住
民

が
祭
記
し
た
意
味
も
理
解
で
き
る
。

そ
の
庶
民
の
願
い
の
跡
を
訪
ね
て
丹
念
に
井
内
社
寺

誌
を
作
っ
た
の
が
北
川
徳
次
郎
さ
ん
で
あ
っ
た

。

八
十

年
近
く
の
歳
月
を
経
て
そ
の
復
刻
再
版
し
て
わ
か
り
易

く
現
代
版
化
し
よ
う
と
鋭
意
努
力
さ
れ
た
の
が
菅
野
書

明
さ
ん
で
あ
る

。

井
内
老
人
ク
ラ
ブ
が
賛
助
し
て
応
援

す
る
事
に
な
っ
て
再
版
の
実
現
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た

訳
で
あ
る
。

多
少
の
注
釈
、
そ
れ
に
写
真
を
加
え
て
刊

行
の
運
び
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

原
文
の
井
内
社
寺
誌
を
作
ら
れ
た
北
川
徳
次
郎
さ
ん
、

中
心
と
な
っ
て
再
版
を
推
進
さ
れ
た
菅
野
喜
明
さ
ん
、

J
L

そ
れ
に
協
力
し
て
各
地
を
踏
査
し
た
井
内
老
人
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
の
労
苦
が
結
実
し
て
完
成
を
見
る
事
に
な
っ

た
も
の
と
思
い
ま
す

。

こ
こ
に
諸
賢
の
団
結
に
対
し
て

深
甚
の
敬
意
を
表
し
て
発
刊
を
祝
い
歓
ぴ
の
序
と
致
し

ま
す
。

平
成
十
九
年
十

二
月
吉
日

東
温
市
文
化
財
保
護
審
議
会
々
長

酒
井
孝



「
井
内
社
寺
誌
」
復
刻
に
当
た
っ
て

今
回
、
井
内
老
人
ク
ラ
ブ
が
平
成
十
九
年
度
事
業
と

し
て
「
老
人
ク
ラ
ブ
活
性
化
事
業
」
の
指
定
を
受
け
て

実
施
し
た
も
の
で

、
そ
の

事
業
の
う
ち
、
文

化
伝
承
事

業
と
し
て
「
井
内
社
寺
誌
」
を
復
刻
編
纂
し
た
も
の
で

あ
る
。

本
誌
は
、
昭
和
三
年
に
、
北
川
徳
次
郎
氏
が
、

井
内
地
区
内
に
点
在
し
て
い
た
神
社
、
寺
院
を
巡
歴
さ

れ
て
、
そ
の
実
態
を
詳
細
に
記
述
さ
れ
た
唯
一
貴
重
な

資
料
で
あ
る
。

然
し
こ
の
社
寺
誌
の
残
部
も
殆
ん
ど
な

く
、
当
時
の
ガ
リ
版
刷
り
美
濃
紙
に
印
刷
せ
る
も
の
に

し
て
、
約
八
十
年
の
歳
月
を
経
た
今
日
に
お
い
て
は
、

劣
化
甚
だ
し
く
、
こ
の
ま
ま
放
置
す
る
に
は
余
り
に
も

残
念
で
あ
り
「
今
や
ら
ね
ば
誰
が
や
る
」
の
蛮
勇
に
燃

え
て
取
組
ん
だ
次
第
で
あ
る
。

本
誌
復
刻
に
当
つ
て
は
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
諸
氏
に
編

集
委
員
を
依
頼
し
て
平
成
十
九
年
四
月
よ
り
同
九
月
に

か
け
て
社
寺
誌
の
地
番
を
辿
り
、
写
真
撮
影
な
ど
現
地

踏
査
を
行
っ
た
。

然
し
八
十
年
経
過
し
た
今
日
、
そ
の

所
在
す
ら
確
認
出
来
な
か
っ
た
処
も
数
ヶ
所
あ
り
、
時

代
の
流
れ
と
は
云
へ
尋
ね
る
先
人
古
老
も
今
は
亡
く
残

念
の
極
み
で
あ
っ
た

。

然
し
、
地
区
の
住
民
有
志
の
方
々
の
現
地
踏
査
の
案

内
役
と
な
り
、
又
励
ま
し
の
好
意
を
受
け
後
押
し
さ
れ

た
思
い
で
あ
り
謝
意
を
表
す
る
次
第
な
り

。

井
内
に
点
在
し
て
居
た
古
社
寺
は
殆
ん
ど
合
杷
統
合

さ
れ
た
と
は
い
え
、
そ
の
嗣
は
現
存
し
、
今
尚
地
区
民

の
参
詣
せ
る
社
寺
も
あ
り
、
井
内
の
歴
史
の
一
頁
と
し

て
、
後
世
に
継
承
致
し
た
き
存
念
な
り

。

併
せ
て
、
古
社
寺
誌
発
行
者
の
「
北
川
徳
次
郎
氏
」

の
略
歴
を
(
川
内
町
誌
、
人
物
小
伝
よ
り
)
抜
粋
し
て

そ
の
業
績
を
偲
ぶ
こ
と
と
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
誌
復
刻
編
纂
に
当
た
り
、

東
温
市
老
連
及
び
東
温
市
立
歴
史
資
料
館
関
係
機
関
よ

り
の
御
指
導
御
助
言
に
対
し
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

平
成
十
九
年
十
二
月
吉
日

東
温
市
井
内
老
人
ク
ラ
ブ

編
集
委
員
一
同
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lま

カミ

き

し

す
ベ
こ
と
ご
と

時
う
つ
り
、
世
か
わ
れ
ば
凡
て
の
事
物
悉
く
昔
の
ま

ま
な
ら
ず
。

わ
が
井
内
の

一
小
部
落
内
に
お
け
る
神
社

及
び
神
社
跡
の
数
品
川
五
の
多
き
を
か
ぞ
う
る
も
、
昔
天

こ
ろ

正
の
比
、
台
命
に

よ
り
氏
社
に
合
記
さ
れ
た
る
も
の
は

七
社
な
り
と
伝
う
、
市
し
て
合
記
さ
れ
て
旧
の
位
置
に

神
社
は
無
く
な
り
し
に
拘
ら
ず
、
又
々
そ
こ
に
嗣
が
設

け
ら
れ
、
旧
に
倍
す
る
崇
敬
を
集
め
、
或
い
は
又
新
た

に
勧
請
さ
れ
た
る
も
あ
り
て
、
神
社
の
数
し
だ
い
に
増

し
、
明
治
初
年
に
は
藩
命
に
よ
り

二
十
三
社
が
合
記
さ

れ
た
り
。

以
て
そ
の
盛
ん
な
り
し
を
思
う
べ
し

。

さ
き
の
合
杷
に
よ
り
て

一
旦
廃
社
と
な
り
し
と
こ
ろ

に
、
依
然
と
し
て
社
殿
あ
り
崇
敬
弥
厚
き
に
到
り
て
再

度
の
合
杷
あ
り
た
る
が
た
め
、
現
在
、
村
社
吉
井
神
社

の
祭
神
は
、
実
に
六
十
座
の
多
数
に
上
れ
る
そ
の
中
に

は
、
御
一
体
の
神
に
し
て
同

一
社
よ
り
二
度
合
紀
さ
れ

給
い
し
物
さ
え
稀
な
ら
ざ
る
が
如
し
。

斯
く
て
明
治
初
年
の
大
合
紀
に
よ
り
て
殆
ん
ど
各
神

社
の
跡
は
田
と
な
り
、
畠
と
な
り
、
あ
れ
は
て
、
雑
草

の
し
げ
る
に
ま
か
せ
る
も
あ
れ
ど
、
中
に
は
現
今
尚
依

お
も
か
げ

然
と
し
て
小
嗣
残
り
昔
日
の
悌
を
伝
ふ
こ
と
あ
り

。

我
若
か
り
し
頃
に
親
し
く
見
た
る

廃
社
の
跡
に
つ
き

て
の
記
憶
も
今
は
は
や
忘
れ
勝
に
て
、
又
他
に
も
我
等

と
同
じ
く
往
時
を
知
る
者
少
く
な
れ
り

。

か
く
て
、
こ

の
後
の
人
々
に
は
何
処
に
如
何
な
る
も
の
あ
り
し
ゃ
を

-4-

す
ら
知
る
由
も
な
ら
ん
こ
と
を
遺
憾
に
思
い
こ
〉
に
我

が
記
憶
に
残
れ
る
ま
冶
を
辿
り
て
又
記
憶
に
漏
れ
た
る

も
の
は
、
先
輩
或
は
同
輩
に
尋
ね
、
今
は
既
に
お
ど
ろ

と
化
せ
る
古
社
地
の
跡
を
探
査
し
こ
、
に
当
時
の
面
影

を
略
記
す
る
こ
と
冶
せ
り

。

我
既
に
齢
七
十
六
、
ま
こ
と
に
た
ど

ρ
\

し
き
記
録

お
も

を
の
こ
す
こ
と
世
の
笑
い
を
買
う
や
必
せ
り
と
憶
え
ど

も
此
の
秋
行
は
せ
ら
る
、



今
上
即
位
の
御
大
典
記
念
せ
ん
こ
〉
ろ
も
て
此
小
冊
子

を
作
る
、
若
し
後
の
人
の
為
め
に
何
か
の
参
考
と
も
な

り
、
尚
之
を
笑
う
て
完
全
な
る
神
社
誌
を
編

纂
す
る
人

も
あ
ら
ん
か
我
が
幸
何
か
之
に
過
ぎ
ん
。

昭
和
三
年
十
一
月

識

凡
例

(
ニ

「
各
社
寺
誌
」
文
中
(

は
追
記
し
た
。

(二
)
「
:
:
:
・
:
」
今
回
平
成
十
九
年
の
踏
査
時
の
模

様
を
記
す
。

(三
)写
真
は
平
成
十
九
年
四
月
1

九
月
に
撮
影
し
た

も
の
で
あ
る

。

(
四)※
印
は
今
回
追
記
し
た
。

(五
)本
文
中
、
明
ら
か
に

誤
記
と
み
ら
れ
る

字
に
つ

い
て
は
適

宜
訂
正
し
た
。

(六
)な
お
「
井
内
社
寺
誌
」
に
漏
れ
た
神
社
に
つ
い

て
は
、
新
た
に
「
香
外
編
」
と
し
て
追
記
し
た
。

(七
)
「
井
内
社寺
所
在
位
置
図
」
を
、
本
巻
末
尾
に

添
付
し
た

。

)
書
き
、
振
り
仮
名

書
中
「
あ
り
」
若
し
く
は
「
あ
り
た
り
」
と
あ
る
は

明
治
初
年
の
こ
と
を

言
え
る
も
の
に
し
て
、
現
今
存
在

す
る
も
の
は
特
に
「
現
存
す
」
と
記
せ
り
。

又
神
社
を

つ
い
で

書
き
た
る
序
に
、
我
部
落
内
の
仏

堂
を
も
加
え
た
り
、

世
相
の
う
つ
り
か
わ
り
は
之
も
亦
何
時
廃
せ
ら
れ
、
或

は
移
転
さ
れ

等
さ
る
べ
き
こ
と
を
思
え
ば
な
り
。

北
川
徳
次
郎

5 
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徳
次
郎

自
治
功
労
者

北
川
徳
次
郎
は
、
嘉
永
六
年
五
月
三
日
、
大
字
井
内

大
平
に
生
れ
た
。

父
は
伊
平
、
母
マ
ツ
ヨ
、
幼
名
を
弥

蔵
と
云
っ
た
が
慶
応
三
年
元
服
し
て
、
徳
次
郎
と
名
を

改
め
た
。

明
治
八
年
、
恵
良
の
菅
野
信
吉
の
次
女
ユ
キ

と
婚
姻
、
ム
メ
ヨ
、
淳
一
郎
の
一
男
一
女
を
挙
げ
た
。

明
治
十
一
年
家
督
相
続

。

昭
和
十
一
年
二
月
六
日

、

松
山
市
道
後
岩
崎
町
、
淳

一
郎
宅
で
脳
溢
血
の
た
め
死
亡
し
た
。
享
年
八
十
四
、

井
内
大
平
法
泉
坊
の
墓
地
に
葬
る
。

法
名
浄
巌
院
桂

山
道
英
居
士
。

徳
次
郎
は
、
明
治
九
年
大
平
組
伍
長
を
勤
め
て
以
来
、

区
会
議
員

・

区
会
議
長
、
区
長
、
村
会
議
員
、
善
城
寺

壇
家
惣
代
、
吉
井
神
社
氏
子
惣
代
、
三
内
村
長
等
公
共

の
た
め
尽
く
す
こ
と
五
十
年
、
大
正
十
三
年
松
山
市
に

出
て
か
ら
は
悠
々
自
適
し
た
。

徳
次
郎
、
性
質
極
め
て
謹
直
、
町
寧
、
慈
善
の
心
深

く
、
倹
素
勤
勉
で
あ
っ
た
。
幼
少
の
頃
か
ら

「倹
約
と

勤
勉
よ
り
他
に
生
く
る
途
な
し
」
と
確
信
し
こ
れ
を
実

行
し
た
。

墓
地
や
、
道
路
な
ど
に
は
異
常
な
関
心
を
持

ち
、
墓
掃
除
道
普
請
等
に
は
、
特
に
精
励
し
て
郷
人
の

模
範
と
な
っ
た
。
今
日
井
内
は
換
金
作
物
と
し
て
莫
大

な
格
の
木
を
売
り
出
す
が
、
こ
れ
は
徳
次
郎
の
創
始
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

明
治
二
十
三
年
四
月
、
井
内
村
の
墓
地
を
調
査
し
て
、
寸

正
確
な
過
去
帳
を
作
成
し
た

。

ま
た
昭
和
三
年
「
井
内

社
寺
誌
」
を
著
し
た
。

村
の
物
識
り
で
あ
り

、

記
憶
力

が
よ
く
、
武
家
時
代
の
歴
史
に
精
進
し
、
こ
れ
を
研
究

す
る
こ
と
を
、
無
上
の
楽
し
み
と
し
た

。

常
に
皇
室
を

崇
敬
し
、
敬
神
崇
組
の
念
に
厚
か
っ
た。

俳
句

・

囲
碁
・

浮
曲
等
に
趣
味
を
も
っ
て
い
た

。
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山

横

瀧

赤
松
山
の
頂
に
在
り
、
明
治
初
年
迄
は
木
造
の
一
両
あ

り
し
が
今
は
(
昭
和
三
年
現
在
)
石

一刷
に
改
め
ら
れ
た

り

。

祭
神
は
嗣
石
に
刻
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
八
大

龍
王
並
び
に
善
女
龍
王
と
知
ら
る

。
善
城
寺
別
当
た
り
、

古
来
井
内
川
束
中
の
雨
乞
所
に
し
て
、

日
干ば
つ
時
巌
下

の
岩
根
に
小
屋
を

設
け
て

参
箆
し
、
別
当
寺
住
職
の
小

屋
は
別
に
高
所
に
し
つ
ら
え
雨
乞
の
祈
祷
を
行
う
こ
と

今
も
か
わ
り
な
し
。

善
神
ヶ
森
よ
り
横
瀧
山
迄
の
聞
に

三
十
六
王
子
を
祭

記
す
る
と
云
わ
れ
、
其
の

一
に
し
て
こ
の
宮
極
め
て
古

き

歴
史
を
も
つ
も
の
の
如
し

。

「
札
の
辻
か
ら
赤
松
山
の
禾
添
に
上
る
道
急
峻

な
り
約
一
、

0
0
0

未
位
い
昇
り
、
岩
山

に
、
突
当
り
史
に
五
十
米
位
い
昇
っ
た
処
に
あ

り
」

2007年7月撮影
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2 

王

社

天

甲
二
千
五
百
三
十
五
番
地
に
在
り
、
以
前
は
正
面

尺
四
寸
棒
造
り
の
正
殿
未
申

(南
西
)
に
向
っ

て
栗
木

さ
や

造
り
の
狭
屋
の
内
に
あ
り
し
が
朽
ち
果
て
て
今
は
そ
の

影
だ
に
止
め
ず
、
後
年
、
天

王
社
跡
と
記
せ
る
小
碑
を

建
て
た
り
、
祭
神
は
須
佐
之
男
の
命
な
り

。

社
地
に
は
径

一
尺
余
の
梅
の
古
木

(欠
字
)
径
二
尺

五
寸
の
杉
三
本
同
二
尺
の
杉
三
本
等
あ
り
し
が
何
れ
も

今
は
な
し
、
又
当
時
は
毎
年
六
月
十
五
日
の

祭
礼
に
峨

二
本
を
樹
て
た
る
も
今
は
そ
れ
も
絶
え
た
り
。

「
周
囲
は
全
山
槍
畑
な
り
草
む
ら
に
小
碑
の
み

あ
り
」

2007年7月撮影

-10-



3 
山

神

社

甲

二
千
五
百
三
十
四
番
地
に
在
り
、
往
時
は
木
造
の

宮
な
り
し
も
朽
ち
果
て
、
今
は
石
造
の
小
柄
に
代
り
僅

い
ぬ
い

か
に
名
残
り
を
と

γ

む
、
そ
の
桐
戊
亥
(
北
西
)
に
向

お
お
や
ま

づ
み
の
み
こ
と

っ

て
建
つ
、
祭
神
は
大
山
積
神
に
し
て
、
当
時
は
径
六

尺
に
余
る
棒
傘
の
形
し
た
る
も
の
の
外
径
三
尺
乃
至
三

尺
五
寸
の
杉
六
本
同
一
尺
乃
至
一
尺
五
寸
の
松
二
本
、

四
尺
余
の
桜
一
本
等
、
横
道
の
上
下
に
枝
を
鳴
ら
し
て

茂
り
合
い
た
り
し
が
明
治
初
年
伐
り
払
わ
れ
て
影
も
止

め
ず※

大
山
積
命
・
:
山
の
神
、
海
の
神

別
名
和
多
志
大
神
と
も

言
う
。

「
榎
の
木
雑
木
茂
り
森
と
な
り
社
の
境
内
を
想

わ
す
」

2007年7月撮影

1
1
ム



4 
権

現

社

甲
三
百
十
九
番
地
に
あ
り
、
正
面

二
尺
八
寸
板
葺
の

正
殿
欽
屋
の
内
に
あ
り
、

亥
子

(北
微
西
)
に
向
う
、

別
に
瓦
宮
二
嗣
あ
り
祭
神
は
(
記
さ
れ
ず
)

一刑
傍
径
二
尺
八
寸
ば
か
り
な
る
椋
の
大
樹
あ
り
、
往
年

径
三
尺
ば
か
り
の
杉
四
本
、
同

二
尺
位
の
も
の
二
本
径

一
尺
六
寸
ば
か
り
あ
る
格
一
本
そ
の
他
雑
木
の
森
あ
り

し
も
今
や
伐
り
払
わ
れ
て
椋
の

一
樹
残
る
の
み

「
後
年
、
フ
ロ
ッ
ク
積
波
ト
タ
ン
葺
に
改
修
さ
れ

石
像
を
、
安
置
す
る
」

2007年7月撮影

つ
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※
奥
津
比
古
)Y

竃
の
神
様

・

か
ま

ど
の
下
の
余
燥

奥
津
比
売

一

5 

神

社

大
年
神
-

Y
婚
姻
・
十
人
の
神
が
生
ま

れ
る

天
知
迦
流
美
豆
比
売
神
)

三
百
十
二
番
地
獄
の
下
に
あ
り
、
い
に
し
え
は
獄
のひ

わ

だ

上
に
あ
り
、
社
殿
も
正
面
(
欠
字
)
尺
に
四
尺
の
槍
皮

ぶ
之
さ

葺
の
正
殿
、
二
間
半
に
三
間
の
拝
殿
あ
り
、
別
に

一
小

石
一刺
あ
り
た
り
し
が
、
破
損
し
た
る
際
之
を
獄
の
下
に

移
し
正
面

二
尺
四
寸
の
正
殿
、
方

二
聞
の
拝
殿
が
現
存

お
き
つ
ひ

こ

お
き
つ

の
も
の
な
り
在
し
た
り
き
、
祭
神
は
奥

津
比
古
、
奥
津

ひ
め比
売
二
神
に
し
て
往
時
は
年
々
神
楽
を

奏
し
、
峨
二
本

を
献
じ
た
り
し
も
今
は
廃
れ
た
り
。

「
戦
後
の
災
害
に
よ
り
流
失
し
た
と
聞
く
、
確

認
不
能
な
り
」

そ
の
巌
の
上
に
あ
り
し
頃
は
左
右
に
径
五
尺
ば
か
り
の

棒
一
本
宛
あ
り
、
社
前
の
小
渓
に
は
外
に
六
本
内
に
数

本
の
大
杉
の
外
数
多
の
雑
木
茂
り
合
い
、
上
の
道
井
手

外
に
は

一
本
の
杉
又
、
拝
殿
脇
に
一
本
の
椋
と
外
に
数

本
の
桂
あ
り
て
、
社
相
荘
厳
な
り
き
。

っ
d
1
i
 



6 

神

宮

天

四
百
四
十
二
番
地
に
あ
り
、
山
林
一
反
七
畝
二
十
三

歩
を
社
地
と
す
、
社
殿
は
明
治
三
年
合
杷
の
際
村
社
吉

井
神
社
の
境
内
に
還
さ
れ
た
る
が
、
当
時
は
方
二
間
正

殿
の
内
に
方
一
間
の
神
殿
あ
り
、
そ
の
内
に
更
に
又
小

室
を
設
け
て
神
座
と
せ
り
。

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と
す
く
な
ひ
こ
の
み
こ
と

祭
神
は
大
巳
貴
命
、
少
名
彦
命
、
並
菅
公
御
霊
な
り

と
云
わ
る
、
が
、
其
御
神
体
九
体
あ
り
て
、
内
三
体
は

そ
う
ぎ
ょ
う

僧
形
の
も
の
存
す
、
如
何
な
る
も
の
に
や
、

此
社
慶
応
三
(

一
八
六
七
)
年
に
改
築
す
る
迄
は
方

か
ひ
ょ
う

三
間
の
拝
殿
を
有
し
た
る
な
り
。
境
内
に
は
、
大
華
表

(
鳥
居
の
こ
と
)
一
基
、
石
燈
龍
一
対
、
石
の
手
水
鉢

一
個
あ
り
、
大
榎
茂
り
合
い
て
田
畠
を
掩
い
、
尚
径
二

尺
五
寸
余
の
大
檎
そ
の
他
桂
数
本
、
雑
木
あ
ま
た
あ
り

た
り
き
、
又
峨
二
対
、
大
小
太
鼓
を
も
備
え
た
り
。

※
大
巳
貴
命
:
・
大
国
主
命
の
こ
と。

大
物
主
命
(
お
お
も
の
ぬ
し
の

み
こ
と
)
、
大
穴
牟
遅
神
(
お
お
な
む
ち
の
み
こ
と
)
、

葦
原
色
許
男
神

(あ
し
は
ら
し
こ
の
お
か
み

)
な
ど
の

名
あ
り

少
名
彦
命
・
:
大
国主
命
が
出
雲
国
の
美
保
岬
に
い
た
時
、
海
の
向

こ
う
か
ら
近
づ
い
て
き
た
小
さ
な
船
に
乗
っ
て
い
た
、

蛾
の
皮
を
ま
と
う
極
め
て
小
さ
な
神

。

公
:
:
:
菅
原
道真
公
。

火
と
雷
の
神
、

学
問
の
神

。

菅「
現
在
太
平
集
会
所
が
現
地
番
に
あ
り
神
殿
は

現
存
せ
ず
」

-14-



7 

古

堂

甲
九
十

一
番
宅
地
に
あ
り
、
今
法
泉
坊
に
あ
る
香
積

庵
の
古
地
に
し
て
、
明
治

三
十
五
(

一
九
O
二
)
年
庵

を
移
転
し
て
以
来
こ
こ
を
古
堂
と
称
す
、
庵
の
こ
、
に

在
り
し
当
時
は
径
四
尺
も
あ
る
植
の
木
四
本
径

三
尺
ば

か
り
な
る
榎
一
本
あ
り
、
ま
た
譲
り
葉
の
大
樹
辰
巳
(
南

東
)
の
方
、
田
の
上
へ
横
に
伸
び
て
枝
を
張
り
居
た
り

き
古
え
の
香
積
寺
は
こ
の
地
に
あ
り
し
も
の
に
あ
ら
ず

や
と
思
わ
る

。

2007年7月撮影

ph
u
 

-
-
ム

「
四
面
水
田
の
畦
に
小
石
荷
あ
り
小
潅
木
の
み
」



庵

積

香

字
法
泉
坊
四
百
三
十
番
地
第
一
道
の
上
に
あ
り
、
二

ほ
ん
ぞ
ん
え
ん

め
い
じ
ぞ
、
っ
そ
ん

聞
に

三
間
半
の
堂
宇
北
向
に
建
ち
、
本
尊
延
命
地
蔵
尊

を
杷
る
。

堂
の
前
に
石
の
手
水
鉢
あ
る
外
僅
か
ば
か
り

の
若
木
あ
る
の
み
、
此
の
庵
元
、
字
中
井
手
下
甲
九
十

一
番
地
に
あ
り
し
が
明
治
三
十
五

(
一
九O
二
)
年
こ
〉

に
移
さ
れ
た
り
。

「
法
泉
坊
墓
地
参
道
の
旧
社
地
跡
に
一
間
半
四

方
の
瓦
茸
小
庵
を
新
築
現
在
に
至
る
」



9 
瀧

本

神

社

※
滝
本
神
社
の
祭
神
:
・
紀
州
熊
野
神
社
系
で
、
多
紀
理
比
売
、
伊
非

再
命
は
古
事
記
、
日
本
書
記
に
出
る

。

本
地
垂
遮
説
で
速
玉
男
命

は
、
須
佐
之
男
命
、
事
解
男
は
熊
野
久
須
卑
の
神
と
も
云
う

る
拝
殿
あ
り
、

た
ぎ
り
ひ
め
み
こ
と
い
ざ
な
み
の
み
こ
と

祭
神
は
多
紀
理
比
売
命
、
伊
非
再
命
、

こ
と
き
か
お
の
み
こ
と

事
解
男
命
の
四
柱
に
し
て
年
々
神
楽
を
奏
し
大
峨
四
対

は
や
た
ま
お
の
み
こ
と

早
玉
男
命
、

2007年7月撮影
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乙
六
百
三
十
二
番
地
に
あ
り
、
山
獄
に
沿
い
て
正
面
五

尺
ば
か
り
の
正
殿
あ
り
、
そ
の
前
に
方
三
間
ば
か
り
な

を
樹
て
た
り
き
、

又
正
殿
北
側
に
乳
母
神
の
小
網
あ
り
、
境
内
は
川
を

跨
ぎ
て
渓
谷
の
底
に
あ
り
、
大
棒
、
槍
各
数
株
谷
を
塞

ぎ
拝
殿
前
に
は
杉
の
並
木
あ
り
、
又
椿
、
桂
、
真
竹
、

む
ら
が

雑
木
な
ど
叢
り
茂
り
て
昼
尚
暗
く
参
詣
者
も
気
味
悪
が

り
し
程
な
り
し
が
今
や
小
さ
き
自
然
石
の
手
水
鉢
の
み

い
ば
ら
の
中
に
残
る
。

「
当
地
番
で
は
確
認
不
能
(
林
道
)
開
通
に
よ

り
社
跡
埋
没
し
た
の
で
は
な
い
か
?
」
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山 2
ネ氏五 経
神Z の
な森
りに
、あ

り

保
存
さ
れ
あ
り
、

山

神

社

東
向
に
石
の
一嗣
建
つ
、
究又

神
は
大E

こ
の
社
地
風
景
絶
佳
に
し
て
、
現
在
尚

二
本
の
傘
松
一
本
は
径
二
尺
、

他
は

一
尺
八
寸
ば
か
り
の
も
の
と
小
松
二
本
、

傍
に
あ
り
。

及
小
雑
木
桐

2007年5月撮影

-18-

「
傘
松
は
朽
果
て
周
囲
は
杉
及
び
雑
木
あ
り
風

景
殊
の
・
介
、
良
し
」



地

蔵

五
百
八
十
二
番
地
に
あ
り
て
堂
は
一
間
半
四
面
地
蔵

尊
の
石
像
一
体
安
置
す

。

「
町
道
及
、
良
工
事
の
た
め
、
移
転
改
築
さ
れ
た

も
の
な
り
、

、
ブロ
ッ

ク
積
を
施
し
丁
重
に
、
安

置
す
洞
脇
に
楼
の
記
念
樹
あ
り
」

影目
隠

月

1

5

一

向
同
「
口
同
d

7

1

 

0

一

。2
 



「
善
城
寺
山
は
今
は
雑
木
に
覆
れ
踏
査
す
る
も

社
地
跡
も
確
認
は
困
難
で
あ
っ
た

。

別
に
生
木
の
地
蔵
と
呼
ば
れ
た
像
は
石
碑
と

な
っ
て
、
枯
れ
た
松
の
古
木
の
中
に
在
す
」

12 

神

社

一一-畠

ーー一-'‘

一一__..

島

善
城
寺
山
に
あ
り
、
正
面
四
尺
の
正
殿
、
六
尺
の
狭

屋
の
内
に
あ
り
て
巳
午
(
南
微
東
)
聞
に
建
つ
、

祭
神
(
記
さ
れ
ず
)

古
き
蝕
め
る
木
像
一
体
あ
り
、
近
年
は
委
路
も
崩
れ
参

詣
者
も
稀
な
り
、
社
地
林
樹
善
城
寺
の
林
に
つ

γ

き
て

境
界
見
分
け
難
し
、
善
城
寺
は
そ
の
別
当
た
り

※

祭
神
・
:
大
山
津
見
命

(
お
お
や
ま
つ
み
の
み
こ
と
)
、
面
足
命

(
お
も
だ
る
の
み
こ
と

)
、
憧
根
命

(
か
しこ
ね
の
み
こ

と

)
が
一
般
的
。

※
大
山
津
見
命

(
お
お
やま
つ
み
の
み
こ
と

)
、

雷
神

(
い

か
づ
ち
の
か
み
)
、
高
震
神
(
た
か
お
か
み

・

又
の
名

を
間
決
加
美
神
(
く
ら
お
か
み
)
の
三
神
が
普
通

。

※
面
足
命
は
保
母
陀
流

(
男神
)
、
憧
根
命
は
阿
夜
詞
志

古
泥
神

(
女神
)
と
も
云
う
。

こ
の

二
神
は
、

三
嶋
神

社
の
祭
神
に
は
な
い
。

ハ
U

円
ノム】

2007年7月撮影
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羅

宮

，、町

三区

毘

乙
八
百
四
十
番
地
片
山
の
上
に
あ
り
、
石
垣
の
小
嗣

巳
(
南
南
東
)
の
方
に
向
っ
て
建
つ
、

お
お
も
の

ぬ
し
の
み-
E

祭
神
は
大
物
主
命

境
内
極
め
て
狭
く
径
一
尺
ば
か
り
の
松
樹
五
本
辛
う

じ
て
生
い
け
り
。

※
1

・
大
穴
牟
遅

(お
お
あ
な
む
ぢ

)
神

2

・

葦
原
色
許
男
(
あ
し
は
ら
し
こ
お
)
神

3

・

八
千
矛
(
ゃ
ち
ほ
こ
)
神

4

・
宇
都
志
国
玉
(
、
つ
つ
し
く
に
だ
ま
)
神

等
同

一
神

「
寺
山
の
裾
、
田
川
来
集
会
所
跡
地
禾
伝
い
に

百
未
位
の
所
狭
地
に
小
柄
あ
り
、
社
地
近
辺

は
な
ら
そ
の
他
勧
木
繁
り
、
洞
も
倒
れ
た
る

形
跡
あ
り
松
樹
な
し
」

2007年8月撮影

ー
ょ

っ
中



14 
栂宗

神

社

キf

乙
八
百
五
十
六
番
地
に
あ
り
、

三
尺
ば
か
り
の
石
畳

の
上
に
瓦
の
嗣
南
向
に
据
え
ら
れ
た
り

。

祭
神
は
石
鎚
権
現
と
も
云
え
ど
詳
か
な
ら
ず
、
そ
の

別
当
は
善
城
寺
た
り
し
な
り

、
社
地
八
畝
四
歩
あ
り

、

松
二
本
(
径
二
尺
七
寸
位
)
小
杉
八
本
現
存
す
、
も
と

径
三
尺
ば
か
り
の
松
あ
り
た
る
が
明
治
十

九

(
一
八
八

六
)
年
暴
風
雨
に
倒
れ
た
り

。

※
祭
神
:
・石
鎚
権
現

(石
土
毘
古

〈
い
し
づ
ち
ひ
こ

〉
神
)

22-

「
成
ル
孟
ロ
城
寺
横
よ
り
行
く
小
道
を
辿
り
し
が
、

休
場
な
る
処
に
て
仲
屋
道
に
合
流
し
上
が
る

こ
と
百
未
余
り
、
小
笹
の
茂
み
の
中
に
洞
あ

り
、
大
杉
勧
木
大
樹
あ
り
見
事
な
り
、
洞
ら

ム
ロ
石
積
乱
れ
た
る
も
往
時
の
面
影
を
止
む
」



15 

蔵

堂

地

字
東
泉
寺
七
百
七
十
六
番
地
に
あ
り
、
一
間
半
四
面

の
堂
巳
午
(
南
微
東
)
向
に
建
つ
、
石
造
の
地
蔵
尊
一

体
あ
り
。

「
現
在
畑
地
と
な
り
堂
、
宇
現
存
せ
ず
石
造
り
の

地
蔵
尊
ら
し
さ
像
隣
地
の
墓
地
に
有
り
た
り

(
当
地
の
某
氏
よ
り
聞
く
)
」

円
六υ

つ
山

石造り地蔵尊は写真の低い石像なり
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城

寺

主主
l=I 

字
瀧
本
甲
七
百
二
番
地
に
在
り
、
石
林
山
善
城
寺
高

照
院
瀧
本
坊
と
号
す
、
高
野
山
金
剛

三
昧
院
の
末
寺
に

あ
い
ぜ
ん

し
て
本
尊
は
延
命
地
蔵
尊
、
脇
士
は
愛
染
、
不
動
の

二

明
王
、
両
大
師
並
ニ
阿
弥
陀
如
来
あ
り
、
現
在
は
新
義

真
言
宗
豊
山
派
に
属
す
。

本
堂
は
三
間
四
面
、
庫
裡
は
五
聞
に
八
間
半
と
、
三

間
半
に
四
間
半
の
鍵
形
に
し
て
総
建
坪
五
十
六
坪
余
、

廊
下
は
幅
三
尺
に
し
て
渡
り

二
間
半
、
経
蔵
は

二
聞
に

三
聞
の
土
蔵
造
り
、
長
屋
四
間
半
に
二
問
、
其
他
の
建

物
あ
り
。

ほ
う
き
ょ
う
い
ん
と
う

本
堂
脇
に
宝
箆
印
塔
、
一
字
一
石
塔
、
大
師
供
養
塔

あ
り
、
正
面
中
段
に
石
燈
篭
一
対
立
ち
、
山
内
に
は
四

国
八
十
八
ヶ
所
の
札
所
設
け
ら
れ
、
瓦
、
石
或
は
木
造

の
霊
所
山
の
上
下
所
々
に
あ
り
、
寺
山
境
域
広
く
し
て

全
山
松
杉
槍
そ
の
他
雑
木
繁
茂
し
、
春
は
桜
花
美
し
く

咲
く
。
石
段
の
中
程
に
古
塚
あ
り
、
村
人
病
気
平
癒
の

祈
願
に
薙
刀
を
奉
納
す
る
習
俗
あ
れ
ど
何
の
塚
な
る
や

知
ら
ず

か
の
と
、
つ

此
の
寺
元
禄
十
二
己
卯
(

一
六
九
九
)
年
の
建
立
に

ち
ょ
、
っ

か
=
る
も
の
な
る
が
後
出
火
あ
り
て
堂
宇
烏
有
に
帰
し

た
る
を
、
安
永
七
(

一
七
七
八
)
年
庫
裡
を
再
建
し
、

き
の
、
え
い
ぬ

本
堂
は
文
化
十
一
甲
戊
(

一
八
一
四
)
年
一
一
一
月
再
建
し

た
る
も
の
な
り

。

善城寺本堂

川内西国33ケ所結願所

延命地蔵菩薩を洞る

A

せ
円
/
U

善城寺須弥壇(市指定文化財)

庫
裡
附
属
屋

昭
和
三
十
二
年
改
築

本
堂
屋
根
鋼
板
葺
と
な
る

2007年7月撮影
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(
こ
善
城
寺
略
①
現
住
職
第
二
十
一
世
法印
俊
英
氏
よ

り
の
資
料
で
あ
り

、

本
誌
の
善
域
寺
記
述
と
重
複

す
る
処
あ
る
も
掲
載
し

た
。

(
二
)
当山
世
代

(
法印
)
累
暦
に
つ
い
て
も
記
緑
に
残

り

し
、

古
文
書
よ

り
抜
す
い
し
た
。

第 第 第 第 第 第 第 第 第 第
〆目、、

当
十 九 ノ、 七

、

五 四 -司圃a・ -回圃・・・ 山- -圃・f 、 -圃圃圃- -圃.

世
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ーーー

世 世 世 世 世 世 世 世 世 世 世
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宮

社

風

乙
八
百
七
十
七
番
地
に
在
り
、

方
丈
の
正
殿
の
奥
に

更
に
小
室
を
設
け
て
神

霊
を
配
る
。

し
な
つ
ひ

こ

し
な
つ
ひ
め

祭
神
は
級
長
津
比
古
、
級
長
津
比
売
の

二
神
に
し
て

或
時
善
城
寺
が
そ
の
別
当
た
り
、

け
ち

が
ん

を
転
読
し
、
結
願
の
日
に
は
各
組
よ
り
神
酒
を
奉
り
参

祭
礼
に
は
大
般
若
経

詣
す
る
例
な
り
き

。

社
前
に
は
華
表
あ
り
、

径
五
尺
の

大
檎
、
径
三
尺
五
寸
の
棒
、
そ
の
他
数
株
の
檎
と
数
多

の
雑
木
繁
り
居
た
り
。

境
内
到
る
と
こ
ろ
に
大
小
無
数

風
宮
社
の
名
由
て
来
る
か
。

の
風
穴
あ
り
、

※
志
那
都
比
古

(し
な

つ
ひ
こ

)
神
:
・志
那
は
息
が
長
い
(
空
白
)

奈
良
龍
田
大
神

ウi円
4

「
社
殿
、
華
表
な
く
、
石
荷
台
、
座
石
積
、
の
上
に

安
置
す
(
風
、
穴
の
一
部
写
す
)
石
洞
側
面
に

は
仲
屋
組
と
刻
さ
る
、
境
内
杉
の
大
樹
あ
り
」



18 
新

居

田

社

「
土
地
図
面
で
は
風
宮
社
の
隣
接
地
番
な
り
し

が
、
現
地
踏
査
で
確
認
出
来
な
か
っ
た
、
現

地
は
全
て
杉
の
植
林
地
な
り
」

八
百
七
十
五
番
地
第
一
に
在
り
て
社
地
山
林
四
畝
二

十
三
歩
を
有
す
。
正
面
五
尺
の
正
殿
西
に
向
い
、
而
し

て
二
聞
に

二
間
半
の
拝
殿
あ
り
た
り
。

つ
く
よ

み
の
み
こ
と
う
か
の
み
た
ま
の
み
こ
と
く
な
と
さ
え
の
み
こ
と

祭
神
は
月
夜
見
命
、

倉
稲
魂
命
、
来
名
戸
祖
命
の

三

、
王

v

サ
R
1

境
内
に
は
径
三
尺
余
の
槍
一
本
同
大
の
桜
六
本
の
外

桂
雑
木
あ
ま
た
あ
り
、

又
竹
林
あ
り
て
昼
尚
暗
き
所
な

。
。

円
乙

れ
ソ
年
C
。

※
月
夜
見
命
・
・
・
月
を
読
む
暦
の
神

倉
稲
魂
命
・
・
・
食
物
の
神

来
名
戸
祖
命
・
・
・
養
の
神

農
耕
の
神

道
祖
神



19 
迦
登
美
古
神
社

八
百
二
十
五
番
地
に
あ
り
、
正
面
二
尺
四
寸
惣
槍
造

の
改
殿
午
未
(
南
微
西
)
向
に
建
つ
、
是
慶
応
元
(
一

八
六
五
)
年
頃
東
九
左
衛
の
寄
進
建
造
に
か
冶
る
も
の

な
り
。

祭
神
は
迦
登
美
古
大
神
な
り
、
献
納
の
峨

二
本
あ
り

、

社
地
に
径
三
尺
ば
か
り
の
杉
七
本
、
そ
の
他
雑
木
あ
ま

た
あ
り
た
り
。

「
社
地
は
二
段
の
石
垣
が
積
ま
れ
て
ゐ
る
が
、

社
殿
は
な
く
社
地
中
央
付
近
に
大
銀
杏
樹
あ

り
某
氏
の
記
念
樹
と
聞
く
、
樹
齢
百
年
超
と

推
定
さ
れ
、
晩
秋
の
夕
日
に
映
へ
た
黄
葉
は

見
事
な
り

」

2007年6月撮影

ハ
可U

つ
ω
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神

社

野

熊

七
百
九
十
八
番
地
の

二
に
在
り
、
正
殿
は
正
面
四
尺
、

西
に
向
っ
て
建
つ

(
記
さ
れ
ず
)

祭
神
は

小
雑
木
あ
ま
た
茂
り
あ
え
る
中
に
山
椿
咲
き
、
殊
に

径
二
尺
五
寸
ば
か
り
の
山
梨
の
木
あ
り

(ア
リ
ノ
木
又

は
裏
白
と
も
云
え
り

)
そ
れ
に
太
股
程
の
大
藤
か
ら
み

毎
夏
美
し
く
開
花
し
け
る
が
そ
の
花
房
三
尺
に
余
り
実

に
見
事
な
り
き

。

「
現
地
は
、
根
無
大
橋
よ
り
井
内
川
右
岸
沿
い

に
車
道
あ
り
、
根
無
川
築
堤
作
業
道
を
辿
り
、

所
有
者
の
案
内
を
受
け
踏
査
す
る
も
確
認
出

来
ず
残
念
の
極
み
な
り
、
付
近
の
林
は
杉
槍

の
え
木
林
で
あ
り
、
雑
木
林
な
し

。

」

2007年7月撮影

ハ
川U

っ
ο



良

原

社

太
一
小

イ
の
谷
九
百
七
番
地
の

一
に
あ
り
、
石
造
の
宮
南
に

向
っ

て
置
か
る
、
古
小
松
十
本
ば
か
り
現
に
そ
の
付
近

に
叢
る
。

又
六
市
中
斗
l

品

タ
ス
ネ
1
1
v

(
記さ
れ
ず

)

「
比
の
社
碑
側
面
に
は
当
時
の
世
話
人
の
氏
名

、

が
刻
さ
れ
て
ゐ
る

。

奈
、
良
原
社
は
牛
馬
の
守

神
と
し
て
各
地
に
祭
ら
れ
て
ゐ
る
と
聞
く
、

竪
固
な
石
河
あ
り
岩
山
雑
木
林
山
頂
付
近
に

あ
り
遠
笠
絶
佳
な
り

。

小
道
の
参
詣
道
あ
る

も
難
、
所
な
り
」

7

・
2

J
U

奈良原社社より北西を望む 2007年6月撮影

可
l

よ
円ぺ
U



地

蔵

堂

八
O
四
番
地
に
あ
り
、

一
間
四
面
の
堂
南
向
に
建
ち
、

石
仏
地
蔵
尊
を
安
置
す

「
堂
地
は
、
旧
道
と
仲
屋
車
道
の
狭
間
に
あ
り

以
前
は
組
念
悌
な
ど
集
会
に
使
わ
れ
た
と
き

く
も
、
今
は
昔
の
姿
を
保
つ
べ
く
波
ト
タ
ン

茸
柱
材
な
ど
堅
固
な
り

。

奥
中
央
に
石
俸
を

安
置
さ
れ
供
物
な
ど
あ
り

。

」

32 

地蔵尊
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ー一一_....

ノ
宮
神
社

千
六
番
地
に
あ
り
て
西
向
に
六
尺
に
九
寸
の
正
殿
丈

五
尺
四
面
の
拝
殿
あ
り
き
、

に
ぎ
は
や
ひ
の
み
こ
と
み
ず
は
の
め
の
み
こ
と

祭
神
は
鏡
速
日
命

、
同
象
女
命
の

二
柱

社
前
、
石
の
手
水
鉢
あ
り
、
提
灯
十
張
、
職
六
本
を

献
じ
た
り
、
又
社
地
に
は
径
三
尺
の
大
檎
一
本
、
径
一

尺
四
寸
位
の
棒
二
本
同
二
尺
の
大
樫
六
本
そ
の
他
山
椿
、

桂
数
株
あ
り
真
竹
多
く
茂
り
た
り
。

古
来
当
社
と
恵
良
の
権
現
社
と
大
平
の
天
神
社
と
三

社
輪
番
に
て
三
年
毎
に
奉
納
角
力
の
行
事
今
も
尚
存
続

す

※
同
象
女
命
・
・
・
水
の
神

斐
速
日
(
み
か
は
や
ひ
)
命
・
:
火
の
神

鏡
速
日
命
・
・
・
物
部
氏の
祖
神

「
当
社
地
は
、
戦
後
開
墾
さ
れ
畑
地
と
な
り
、

現
在
一
部
は
槍
畑
、
と
一
部
は
荒
れ
地
と
化

し
真
竹
薮
と
な
り
社
殿
及
び
、
石
の
手
水
鉢

も
現
存
せ
ず
確
認
で
き
な
か
っ
た
」

2007年9月撮影

円
〈U

つ
J
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ーーーーー.... 

ー一一一ー‘

ノ
宮
神
社

一
千
番
地
に
在
り
、
小
板
造
り
の
正
殿
未
申
(
南
西
)

向
に
建
つ

祭
神
は
(
記
さ
れ
ず
)

社
地
に
径
三
尺
八
寸
の
大
様
一
本
径

二
尺
余
の
桜
六

株
山
椿
そ
の
他
桂
数
本
あ
り
た
り
。

「
当
社
地
も
一
ノ
、
宮
社
と
同
じ
く
耕
地
と
な
り

現
在
田
と
な
り
、
昔
日
の
面
影
を
止
め
ず
」

二ノ宮のありし間近1.000番地 2007年9月撮影

-34-
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地

蔵

堂

_____L.. 

ノ、

二
間
に
二
間
半
の
堂
申
(
西
南
西
)
向
に
建
つ
、
本

尊
は
地
蔵
菩
薩
に
し
て
行
基
が
作
な
り
と
称
す
る
木
造

仏
体
を
安
置
す
。

堂
前
に
大
様
あ
り
。

六
地
蔵
堂
前
に
直
瀬
道
の
道
標
あ
り
、
往
時
は
通
行
者
の
休
場
と
な
っ
た

(
大
正
九
年
之
建
)

大樺古木

「
「υ

つ
J

色
部

薩菩

4
4

蔵

E
F田
地

「
当
社
地
(
甲
七
四
ノ
一
番
地
)
は
道
路
氏
、
艮

(
車
道
巾
員
二
・
五
未
)
の
際
堀
剖
と
な
り

西
側
に
大
棒
墓
地
を
残
し
て
中
央
が
道
と
な

り
、
そ
の
来
の
旧
道
と
の
隣
に
二
問
に
二
間

半
角
の
堂
宇
瓦
葺
を
再
建
し
て
往
時
の
仏
体

を
安
置
す
」
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神

~t 
日
刊
E
E
-

社

千
百
八
十
二
番
地
に
あ
り
、
正
面
二
尺
二
寸
棒
造
り

の
正
殿
戊
亥
(
北
西
)

う
け
も
ち
の
か
み

祭
神
は
保
食
神
な
り

大
樫
二
本
、
社
殿
と
と
も
に
現
存
せ
り

に
向
っ
て
板
狭
屋
の
内
に
あ
り
、

※
保
食
神
・・
・
鏡
速
日
命
と
同
じ
。

そ
の

他
、
宇
迦
之
御
魂
神
、
大
気
都
比
売
神

、

大
宣

都
比
売
神
、
豊
宇
賀
能
売
神
な
ど
同
神
名
多
く
あ
る
。

「
北
問
、
甘
井
正
典
氏
宅
地
裏
に
現
在
す
、
甘

井
氏
は
屋
敷
神
と
し
て
祭
る

。

丁
重
に
保
存

に
お
ハ
カ
め
ら
れ
て
ゐ
る」

北間神社 2007年7月撮影

-36-



若

宮

神

社

納
ま
り
て
未
申
(
南
西
)

か
い
の
う
み
ち
も
り

祭
神
は
戒
能
通
森
霊
と
吉
井
神
社
御
由
緒
に
は
見
え

に
向
っ
て
建
つ
、

-37-

千
八
十
一
番
地
に
在
り
、
正
面
二
尺
の
正
殿
狭
屋
に

た
り
。

社
地
に
径
二
尺
、

三
尺
及
四
尺
位
の
大
松
数
本

あ
り
た
り
。

「
昭
和
二
十
九
年
同
三
十
年
奥
地
林
道
開
発
事

業
(
現
在
県
道
二
百
十
号
線
に
認
定
)
に
よ

り
県
道
下
に
、
安
置
さ
れ
た
が
後
年
の
台
風
で

倒
壊
、
御
神
体
は
近
く
の
氏
家
で
洞
ら
れ
て

ゐ
る
と
さ
く
」



28 
斎
院
ノ
神
社

当
地
不
詳

戊
亥

(北
西
)
に
向
っ
て
一
の
瓦
宮
据
え
ら
る
、
前
に

石
の
手
水
鉢
あ
り
、
自
然
石
の
階
段
高
し
、

と
う
そ
じ
ん
あ
し
な
か

祭
神
は
道
祖
神
に
し
て
、
祈
願
に
足
半
草
履
を

奉
納

す
る
習
俗
あ
り
。

ま
た
此
の
地
に
古
塚
あ
り
、
東
氏
の
祖
と
伝
う

。

社

地
に
樫
の
古
木
数
本
、
雑
木
あ
ま
た
あ
り
、
現
存
す

。

斎院木神

「
当
社
地
は
井
内
大
橋
右
岸
「
里
道
修
繕
碑
」

の
処
よ
り
昇
り
社
地
に
は
手
前
に
敬
石
と
刻

さ
れ
た
手
水
鉢
あ
り
奥
の
平
地
に
瓦
、
宮
据
へ

ら
れ
周
囲
に
は
槍
の
古
木
数
木
と
樫
の
古
木

な
ど
部
叫
の
頂
さ
に
雑
木
林
の
森
と
な
り
時
々
、

参
拝
者
の
あ
る
を
認
め
る
」

神木槽古木三本 2007年9月撮影

-38-



29 
天

満

宮

め
お
と
ま
っ

国
木
原
に
一
本
の
女
夫
松
あ
り
き
、

男
樹
は
直
径

ハ
可U

円
t
u

尺
女
樹
は
同
二
尺
五
す
位
あ
り
、
近
郷
に
珍
ら
し
き
樹

相
な
り
し
が
、
そ
の
本
に
小
嗣
あ
り
、

例
月
二
十
五
日

に
は
村
童
清
書
を
奉
る
な
ら
わ
し
た
り
、

之
れ
菅
公
(
菅

が
御
霊
を
ま
つ
り
た
る
も
の
な
る
べ
し

。

原
道
真
)

「
当
社
は
地
番
も
な
く
、
知
る
先
人
も
な
く
確

認
出
来
な
か
っ
た
が
、
一
説
に
は
通
稀
-
一
本

松
で
は
な
い
か
?
と
も
、
松
の
木
二
本
あ
り

た
り
し
が
枯
木
と
な
り
、
そ
の
根
本
は
附
近

に
ひ
な
約
の
場
所
あ
り
と
の
事
で
あ
っ
た
が

当
地
の
小
、
字
は
二
本
松
と
聞
く
、
国
木
原
に

あ
ら
ず
・
・
・
」



移転安置された地蔵菩薩

話 ~ "". 

t台

旧北間会堂甲 1132の 1 番地 2007年8月撮影

-40 
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地

蔵

堂

千
百
四
十
一
番
地
第

三
に
あ
り
、

二
聞
に

二
間
半
の

堂
未
申
(
南
西
)
向
に
建
ち
、
地
蔵
菩
薩
を
杷
る
。

此
の
堂
も
と
斎
院
の
下
に
あ
り
し
が
、
何
時
の
頃
か
こ
、

に
移
さ
れ
た
り
。

「
当
社
は
②
若
、
宮
社
と
同
様
車
道
改
修
に
よ
り

支
障
と
な
り
本
，
専
地
蔵
菩
薩
は
旧
北
問
会
堂

甲
一
一
三
二
ノ
一
に
移
し
石
像
、
安
置
さ
れ
る

。

会
堂
は
現
在
使
用
さ
れ
ず
老
朽
化
が
、
進
ん
で

ゐ
る
。

」
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神

社

二t
t=t 

井

千
三
百
五
十
八
番
地
に
あ
り
、
当
村
の
氏
社
に
し
て
、

社
殿
は
正
殿
二
聞
に

二
間
半
、
中
殿
四
間
半
に
二
間
余
、

拝
殿
四
間
半
に
二
間
四
尺
五
寸
、
戊
(
西
北
西
)
の
方

向
に
建
つ
。

た
き

り
ひ
め
の
み

こ
と
い
ち
き
し
ま
ひ
め
の
み
こ

と

祭
神
は
固
と
、
多
紀
理
毘
売
命
、
市
寸
島
毘
売
命
、

た
き
つ
ひ
め
の
み
こ
と
ま
さ
か
あ
か
つ
か
つ
は
や
ひ
あ
め
の
お
し
ほ

多
紀
津
毘
売
命
の
三
女
と
正
哉
吾
勝
々
速
日
天
之
忍
穂

み
み
の
み
こ
と

あ
め
の
ほ
ひ
の
み
こ
と
あ
め
つ
ひ

こ

ね
の
み
こ
と
い
く
つ
ひ
こ
ね
の

耳
尊
、
天
之
穂
日
命
、
天
津
日
子
根
命
、
活
津
日
子
根

み
こ
と
く

ま
の
く
す
び
の
み
こ
と

命
、
熊
野
久
須
団
地
命
の
五
男
神
な
り
し
が
、
天
正
十
八

(
一
五
九
O
)
年
台
命
に
よ
り
左
記
七
社
の
祭
神
を
合

記
せ
り
。

河
内
二
百

天主 同 字
照3 象日
皇主 女お
大み 神 :
神2
鏡 2

天2 速早
道土 日 お
日 ひ 命?
女お
命:

祭
神

日
生
宮

受叉
刀て

神

新
居
田
神
社

つ
く
よ
み
の
み
こ
と
う
か
の
み
た
ま
の
み
こ
と

月
夜
見
命
倉
稲
魂
神

く
な
と
さ
え
の
み
こ
と

来
名
戸
祖
神

し
な
つ
ひ
こ
の
み
こ
と
し
な
つ
ひ
め
の
み
こ
と

級
長
津
彦
神
級
長
津
媛
命

あ
ま
つ
か
み
く
に
つ
か
み

天
神
地
祇

に
に
ド
さ
の
み
こ
と

同
理
現
杵
命
、

か
む
や
ま
と
い
わ
れ
ひ
こ
の
み
こ
と

神
日
本
磐
余
彦
命
(
神
武
天
皇
)

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と
い
わ
れ
ひ
こ
の
み
こ
と

大
己
貴
命
少
名
彦
命

同

風
宮
社

同

熊
野
宮

同

明
神
社

天
神
宮

同

大
国
主
命

-41-

又
明
治
三
(
一
八
七

O
)
年
藩
命
に
よ
り
、
井
内
中

二
十
三
社
の
祭
神
を
合
記
し
た
る
が
、
之
は
境
内
摂
社

(
本
杜
に
付
属
し
、
本
社
に
縁
故
の
深
い
神
を
ま
つ
っ

た
神
社
の
称
。
本
杜
と
末
社
の
中
間
)
厳
島
神
社
に
合

記
せ
る
な
り
と
も
云
い
又
、
同
年
元
大
平
に
あ
り
し
天

神
宮
の
社
殿
を
此
の
境
内
に
遷
し
現
に
氏
社
本
殿
と
並

立
せ
る
が
右
二
十
三
社
は
合
し
て
こ
の
社
殿
に
杷
る
な

り
と
も
い
ふ
、
そ
の
何
れ
を
正
し
と
な
す
べ
き
や
擦
る



べ
き
証
明
な
し
。
そ
の
二
十
三
社
の
祭
神
と
は
左
の
御

神
な
り
。

厳
島
神
社

天
満
宮

瀧
本
社

天
神
宮

素
鷲
社

竃
神
社

一
ノ
宮
社

白
尾
社

蛭
子
社

若山
宮神
社社

究又
子Iて

神
同同同受又

神
同同同同同同

市: 田 た
杵 き 心 5
島 与 姫詰
姫詰 命?
命:

多 た
紀 き
津つ
姫詰
命Z

早日 多 た 管
玉2 紀 き 公
男 お 理 り 御
メ〉、 を 日ヨ ヲ J弓手
1] [1 ): 上じ U 立立

、 ゴゴ仇

7I:� 
事こ ムを

と ロ[1 ):

解 i
男 お 伊ぃ
命; 弊 5
冊会
メ〉、 そ
ロ[1 ): 

管
公
御
霊

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と
す
く
な
ひ
ニ
の
み
こ
と

大
己
責
命
少
名
彦
命

す
さ
の
お
の
み
こ
と

須
佐
之
男
命

お
き
つ
ひ
こ
の
み
こ
と
お
き
つ
ひ
め
の
み
こ
と

奥
津
比
古
命
、
奥
津
姫
命

お
お
い
ち
ひ
め
の
み
こ
と

大
市
姫
命
(
食
物
)

さ
る
た
ひ
こ
の
み
こ
と

猿
田
彦
命
(
道
祖
神
)

ひ
る
こ

の
み
こ
と

蛭
子
命
(
え
び
す
事
代
主
命
と
同
神
)

お
お
や
ま
づ
み
の
み
こ
と

大
山
積
命

戒
能
備
前
守
霊

西
山
社

熊
野
社

新
田
霊
社

聖
神
社

熊
野
社

北
間
神
社

金
毘
羅
社

風
宮
社

鎮
守
三
島
社

伊
非
冊
社

竃
神
社

金
毘
羅
社

同同同同同同同同

早早 手た
玉 2 置2
負 お 帆ほ
命? 負 2

、 メ与を
口[1 ):

事 ;
解3 彦2
男 お 狭 さ
命? 知主
命2

(
新
田
義
貞
公
)

同

義
貞
霊

ひ
じ
円
の
か
み

聖
神

い
ざ
な
ぎ
の
み
こ
と

伊
弊
冊
命

う
け
も
ち
の
か
み

保
食
神

お
お
も
の
ぬ
し
の
か
み

大
物
主
神

し
な

つ
ひ
こ
の
み
こ
と

級
長
津
彦
命
、

し
な
つ
ひ
め
の
み
こ
と

級
長
津
比
女
神

お
お
や
ま
つ
み
の
み
こ
と
お
も
だ
る
の
み
こ
と

大
山
津
見
命
面
足
命

か
し
こ
ね
の
み
こ
と
、
っ
か
の
み
た
ま
の
み
こ
と

憧
根
命
倉
稲
魂
命

い
ざ
な
ぎ
の

み
こ
と

伊
弊
冊
命

お
き
つ
ひ
こ
の
み
こ
と

奥
津
彦
命

お
お
も
の
ぬ
し
の
か
み

大
物
主
神
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同同

お
き
つ
ひ
め
の
み
こ
と

奥
津
姫
命

同

此
の
明
治
三
年
合
把
と
彼
の
天
正
十
八
年
の
合
杷
と

は
重
複
し
て
同
社
同
一
神
が
二
度
合
記
さ
れ
た
る
等
も



み

あ
り
と
看
る
べ
し
。

摂
社
厳
島
神
社
の
社
殿
は
今
は
跡

形
も
な
し
。

元
大
平
に
あ
り
し
天
神
宮
に
し
て
現
在
吉

井
神
社
境
内
に
遷
さ
れ
あ
る
社
殿
は
正
殿
一
間
半
四
面
、

中
殿
三
聞
に
一
間
半
、
拝
殿
三
間
に
二
間
半
な
り

。

吉
井
神
社
の
神
宝
と
し
て
古
来
鎧
一
着
、
大
太
刀
一

口
及
中
殿
に
大
鈴
一
個
伝
え
あ
り
し
が
太
万
は
今
は
無

し
、
そ
の
太
万
も
と
戒
能
備
前
守
の
寄
進
せ
し
も
の
な

り
と
云
わ
れ
た
り
き
。

境
内
に
は
棒
材
の
大
華
表
一
基
、
石
の
手
水
鉢
一
個
、

石
燈
箆

二
対
、
自
然
石
児
石

一
個
あ
り
、
祭
礼
の
た
め

に
峨
十
五
本
、
提
灯
十
五
張
、
提
灯
台

一
対
を
備
う

。

境
内
森
林
に
は
、
大
杉
直
径
三
尺
四
寸
、
同
三
尺
、

同
二
尺
九
寸
位
の
も
の
各
一
本
、
又
直
径
四
尺
の
黒
松

一
本
あ
り
、
同
く
赤
松
一
本
あ
り
し
が
大
正
中
枯
損
し

あ
す

な
ろ

た
り
。

径
一
尺
三
寸
ば
か
り
の
羅
漢
柏
一
本
、
大
椎
直

径
二
尺
、
二
尺
九
寸
、
三
尺
四
す
等
の
も
の
数
本
及
楓

数
株
あ
り
て
秋
季
美
し
く
紅
葉
す
、
尚
雑
木
無
数
に
生

い
た
り
。

当
社
祭
礼
は
例
年
八
月
七
日
に
し
て
御
白
洲
に
龍
虎

の
絹
施
一
対
を
樹
て
、

社
前
に
十
五
の
峨
立
ち
、

又
十

数
張
の
提
灯
に
御
明
し
を
入
れ
て
宵
祭
に
は
神
楽
を
奏

し
、
当
日
に
は
神
輿
渡
御
あ
り
。

せ
い
ひ
つ

神
霊
正
殿
よ
り
降
る
時
静
誼
の
声
と
と
も
に
参
拝
者

一
同
平
伏
し
合
掌
し
て
迎
え
奉
り
、
神
霊
神
輿
に
遷
り

給
え
ば
白
装
束
に
袴
の
輿
丁
麻
の
棒
が
け
勇
ま
し
く
之

を
昇
ぎ
て
宮
出
し
す
。

「
傘
鉾
の
図
」

先
ば
ら
い
を
し
て
庚
申
堂
一
、

-43-

大
鉾
一
対
、

(
以
上

人
斗K

鉾

二
人
界
)
鎗
一
対
、
毛
鎗

一
対
、

が吊? 一
進一対
み本
行神

神く僕
馬、数

一次台
頭で
、神御横

大輿幣じ 笛

神
鷹
一
対
、

小
太
鼓
、
つ
ゾ
い
て
獅
子

の
一
行
等
之
に
随
い
、
お



旅
所
迄
練
る
o

h
川
ノ

お
旅
所
は
社
務
所
前
の
神
田
の
中
に
あ

の
り
と

こ
、
に
て
神
僕
を
献
じ
、
祝
詞
を
奏
し
て
式
を
終

り
、
そ
れ
か
ら
神
輿
は
神
主
、
庄
屋
、
組
頭
そ
の
他
氏

子
中
願
出
の
家
に
請
拝
に
よ
り
て
渡
御
す
、
幣
吊
、
大

魔
は
尚
之
に
随
い
、
神
職
は
馬
又
歩
行
に
て
、
大
傘
持

ね
り
き
い
き
よ
か
み
し
も

一
人
を
従
え
、
又
練
裁
許
は
上
下
着
用
に
て
随
行
、
村

内
一
巡
の
上
還
神
し
、
そ
れ
よ
り
社
前
に
於
て
相
撲
を

奉
る
を
例
と
す
。

獅
子
は
氏
子
中
よ
り
年
々
祭
礼
に
奉
納
す
る
行
事
に

し
て
、
獅
子
一
頭
、
猿
一
匹
、
狐

二
匹
出
で
て
、
爺
婆

の
種
蒔
き
を
荒
ら
す
仕
草
あ
り
、
そ
の
時
美
装
し
紅
、

白
粉
に
化
粧
し
た
る
猟
師
現
わ
れ
て
獅
子
を
撃
取
る
型

を
為
す
、
猟
師
は
七
、
八
才
の
童
児
に
し
て
之
を
獅
子

起
し
と
い
う

。

こ
の
行
事
先
ず
宮
出
し
に
先
だ
ち
て
拝
殿
に
於
て
行
わ

れ
、
そ
れ
よ
り
お
旅
所
、
神
主
の
邸
、
そ
の
他
到
る
所

に
て
演
技
す

往
時
こ
の
祭
礼
に
は
社
前
よ
り
郷
蔵
(
元
あ
り
し
)

あ
ん
ど
、
ヲ

の
下
迄
沿
道
五
間
毎
に
一
個
宛
の
行
燈
が
と
も
さ
れ
し

が
今
は
絶
え
た
り
。

又
明
治
初
年
奉
献
し
た
る
も
の
に

へ
い
は
く
ち
り
め
ん

し
て
金
の
幣
吊
、
紫
縮
緬
の
幕
、
神
名
石
あ
り
、
そ
の

頃
手
水
鉢
を
造
り
替
え
ら
れ
、
委
路
も
改
修
さ
れ
た
り

。

外
征
の
後
戦
捷
記
念
碑
も
建
ち
、
戦
利
品
の
献
納
も
あ

り
た
り

。

近
く
は
昭
和

三
(
一
九
二
八
)
年
御
即
位
記

し
め
い
し
こ
ま
い
ぬ

念
を
兼
ね
て
、
注
連
石
、
春
日
形
の
燈
箆
一
対
、
狛
狗

一
対
、
石
華
表
、
石
造
峨
杭
二
十
五
本
を
建
造
し
、
本

μ

社
、
合
社
正
殿
へ
各
御
戸
張
御
簾
、
紫
縮
緬
の
御
幕
を

献
納
し
、
国
旗
一
対
、
提
灯
、
職
、
木
綿
の
大
幕
並
に

神
輿
を
も
新
調
せ
り
。

又
神
橋
を
石
材
に
て
架
替
え
、

華
表
前
の
土
地
狭
溢
な
る
に
よ
っ
て
、
戒
能
氏
よ
り
畑

あ
ら
た

地
二
畝
二
十
五
歩
を
献
ず
る
等
面
目
大
い
に
革
ま
っ
た
り

。

当
時
神
職
は
豊
田
馬
次
郎
氏
、
氏
子
総
代
は
高
須
賀

熊
吉
、
近
藤
愛
次
、
菅
野
曽

一
郎
、
同
苗
唯
次
郎
の
諸

氏
な
り
き
。
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「凡

例
」

(
二
、
吉
井
神
社
氏
子
総
代
、
菅
野
唯
次
郎
外
三
名
連
名
に
て
、
大
正

九
年
五
月
(
日
付
な
し
)
愛
媛
県
知
事
馬
渡
俊
雄
殿
宛
の
書
類
に

よ
れ
ば
当
社
の
杜
掌
、
吉
田
正
鐸
氏
以
前
の
歴
代
の
杜
掌
の
氏
名

在
職
年
が
記
緑
さ
れ
、
吉
田
氏
没
後
の
神
職
に
つ
い
て
も
記
緑
さ

れ
、

昭
和
十
五
年
以
降
に
つ
い
て
は
今
回
追
記
し
た
も
の
で
あ
り

井
内
の
総
鎮
守
社
と
し
て
の
由
来
の
一
端
が
窺
へ
る
。

(二
)
、
添
付
せ
る
設
計
図
は
、
設
計
者
窪
田
文
治
郎
氏
当
社
の
本
殿

拝
殿
の
平
面
図
、

姿
図
の

一
部

凡
例
(
ご
ノ
一
、

愛
媛
県
温
泉
郡

三
内
村
大
字
井
内
村
社
吉
井
神
社

大
正
九
年
五
月
菅
野
唯

二
郎
近
藤
愛
次

八
木
福

三

愛
媛
県
知
事
馬
渡
俊
雄
殿
日
付
漏
レ
社
掌

五
拾
四
年
間
奉
仕

大
正
十
(

一
九
二
ニ
年
六
月

二
日
七
十

三
歳
ノ
長
寿
ヲ
保
チ
病
没

従
前
吉
田
家
ノ
神
職

天
明
七
(
一
七
八
七
)
未
年
前
対

州
藤
原
盛
秀

正
月
初
四
日
没
百
四
十
四
年
前
(
※
執
筆
時
よ
り
)

享
和
四
(
一
八
O
四
)
年
甲
子
天
前
相

州
藤
原
臣
敷
秦

八
月
二
十
四
日
没
百

二
十
七
年
前
(
※
執
筆
時
よ
り
)

文
化
四
(

一
八
O
七
)
丁
卯
星
前
兵
部
正
藤
原
敷
賜

六
月
十
九
日
没
百

二
十
四
年
前
(
※
執
筆
時
よ
り
)

天
保
七
(
一
八
三
六
)
年
丙
申
年
前
越
前
正
藤
原
臣
正
弟

霜
月
(
十

一
月
)
二
十
四
日
没
九
十
五
年
前
(
※
執
筆
時
よ
り
)

氏
子
総
代

菅
野
喜
太
郎

吉
田

正
鐸

明
治
拾
(
一
八
七
八
)
丁
丑
年

長
曾
我
部
清
記
吉
田
正
鐸
ノ
父
土
佐
正

ト

称
セ
リ

元
秦
氏
ナ
リ
シ
ト
テ
一
時
秦
氏
ヲ
名
乗
リ
後
吉
田
ト
改
ム

没

長
曾
我
部
姓

一
一
月
十
二
日

例
(
一
)
ノ
二

、

三
内
村
則
之
内
村
社

三
島
神
社
々
掌
野
口
光
男

吉
田
正
鐸
病
没
後
兼
務
吉
田
氏
ユ
ハ
長
男
達

三
次
男
勲
氏
ア
ル
モ

後
日
神
職
相
続
セ
ズ

川
上
村
郷
社
五
柱
大
宮
神
社
社
司
野
口
秀
明

兼
務
光
男
病
没
後
兼
務
越
智
群
上
朝
倉
村

矢
矧
神
社
々
家
田

窪

吉
綿

野
口
秀
明
兼
務
中
吉
井
神
社
々
務
所
ニ
詰
切
り
代
勤
ス

周
桑
郡
桜
樹
村
五
社
大
明
神
社
家
渡
部
近
治

大
正
十
五
年
ヨ
リ
昭
和

三
年
二
月
迄
杜
掌
勤
務

周
桑
郡
田
野
村
県
社
綾
延
八
幡
宮
社
家
勲
八
等
豊
田
馬
次
郎

慶
応
二

(
一
八
六
六
)
年
六
月
二
十
日
生

昭
和
三
(
一
九
二
八
)
年
三
月
八
日
付
社
掌
奉
務

同
十
四
(
一
九
三
九
)
年

二
月
二
十
四
日
老
齢
且
病
気
ニ
付
辞
表
提

出
勤
続
満
十
カ
年

凡
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昭
和
十
五
年

二
月
十
日
l

j

昭
和
二
十
六
年
五
月

昭
和
二
十
六
年

l

l

昭
和
三
十
年

昭
和
三
十
年
六
月

l

j

昭
和
五
十
六
年

昭
和
五
十
六
年

l

j

現
在
に
至
る

権
名
津
渉

後
藤
伝
次
郎

権
名
津
渉

権
名
津
義
寛
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32 

金
毘
羅
神
社

(
南
東
)

乙
三
百
四
番
地
第
二
に
あ
り
、
社
殿
は
辰
巳

み
ず
が
き

に
向
い
、
石
の
瑞
簸
正
殿
を
囲
み
、
石
の
階
段
あ
り
、

お
お
も
の
ぬ
し
み
こ
と

祭
神
は
大
物
主
の
命
に

し
て
は
じ
め
こ
の
社
は
字
ス

二ク
十モ
五塚
日に
火あ
災り
にし
擢2 が
り安
、政

(
一八
五
五
)
年
卯
八
月

今
の
地
に
遷
し
、

近
年
に
到

り
三
間
半
に

三
間
瓦
葺
の
拝
殿
を
新
築
し
た
る
も
亦
廃

さ
れ
て
、

現
今
は
跡
地
に
数
本
の
若
松
並
ぶ
を
見
る
の

み
な
り
。

「
社
殿
は
記
録
の
通
り
、
幾
多
の
、
変
還
を
経
た

る
故
か
?
通
稿
、
金
毘
羅
山
の
中
腹
に
社
地

跡
あ
り
、
石
垣
、
拝
殿
の
鬼
瓦
破
片

。

基
礎

石
な
ど
、
山
モ
、
の
老
木
あ
り
、
附
近
は
槍

の
植
林
に
覆
わ
れ
て
、
童
尚
暗
し
」

-49-



33 
山

之

神

社

字
上
ヤ
シ
キ
乙
三
百
五
十
七
番
地
に
あ
り
、
も
と
こ
冶

や
す

に

天
狗
が
翼
を
息
め
る
と
言
伝
え
ら
れ

し
大
松
径
二
尺

五
寸
ば
か
り
の
も
の
一
本
あ
り
き
、

祭
神
は
明
治
初
年
頃
勧
請
せ
し

も
の
に
て

一
九
又
角
川
，
二
」
十
j
a

一

，
同
叩
川
ι
u
u
l
h
v
y
b
u
-

(
大山
祇
命
)

2007年8月枯大松あり

「
地
元
会
員
の
案
内
を
受
け
た
、
現

地
に
は
往
時
の
大
松
の
古
木
雑
木

林
の
中
に
あ
り
根
本
に
石
段
の
崩

れ
た
積
石
あ
り
瓦
の
利
一
個
現
存

す
、
案
内
の
某
氏
が
、
祖
父
と
参
詣

し
た
記
憶
あ
り
と
か

。

現
在
は
参

詣
跡
な
し
」

2007年8月撮影

ハ
U
F
h
d
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地

蔵

堂

甲
千
九
百
三
十
九
番
地
に
方
九
尺
の
堂
あ
り
、
辰
巳

(
南
東
)向
に
建
ち
、
本
尊
地
蔵
菩
薩
の
石
像
を
安
置

す
、
太
鼓
大
小
あ
り

「
当
堂
、
字
は
廃
屋
と
な
り
蔵
元
会
堂
に
地
蔵
尊

菩
薩
の
石
像
を
、
安
置
せ
し
が
昭
和
五
十
年
代

に
井
内
公
民
館
を
同
地
に
建
築
し
た
る
際
に

吉
井
神
社
神
主
墓
地
の
一
角
に
小
柄
を
建
て

移
転
安
置
さ
れ
た
」

東向路傍にあり 2007年7月撮影

司l

ム
Fh
u
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庵

通

大

千
八
百
五
十
二
番
地
第

一
に
あ
り
、
五
聞
に

二
間
半

の
本
堂
に
本
尊
阿
弥
陀
如
来
と
弘
法
大
師
を
杷
る

。
寺

地
に
石
燈
箆

一
対
、
大
榎

一
本
あ
り
、
又
桜
樹
多
く
す

み
φ
り
の
ぶ

べ
て
境
域
美
麗
を
極
む
。

戒
能
通
運
以
下
同
氏
本
家
及

一
門
の
墓
並
に
河
野
家
氏
族
の
墓
も
あ
り

「
庵
地
の
南
東
に
吋
道
あ
り
、
S
一
小
道
岐
れ
よ
り

庵
地
の
一
部
を
分
割
氏
有
地
と
掘
割
り
昇
り

周
囲
が
道
路
と
な
る
寺
地
に
は
大
榎
は
な
く

江
戸
彼
岸
桜
(
市
指
定
木
)
あ
り

」

大通庵の墓地 2007年9月撮影

-52-



36 

神

社

主主
l=l 

乙
五
百
七
十
八
番
地
に
あ
り
、
正
殿

二
尺
、
拝
殿
二

間
四
方
亥
子
(
北
微
西
)
に
向
う
、
本
地
は
善
神
森
に

あ
り
て
井
内
川
西
の
雨
乞
所
な
り

祭
神
(
一記
さ
れ
ず
)

大
宝
院
を
以
て
別
当
と
な
す
。
社
地
に
径
二
尺
五
す
及

一
尺
位
の
松
四
本
あ
り
、
石

龍
一
対
と
共
に
現
存
す
。

大
平
の
横
瀧
山
と
こ
の

善
神
森
の
聞
に

三
十
六
王
子

を
杷
る
と
云
わ
れ
、
善
神
社
そ
の
一
っ
た
り
。

「
中
野
組
、
一
ハ
人
の
寄
、
進
に
よ
り
、
平
成
十
三
年

十
月
に
善
神
社
再
建
さ
れ
た
。

四
隅
を
ワ
イ

ヤ
で
固
定
一
・

0
1

一
・
三
高
さ
一
・
五
の

洞
銅
版
葺
槍
造
り
」

2007年4月撮影

53 



37 
山

之

神

社

A

斗A
F
h
u
 

五
百
七
番
地
山
林
に
石
の
嗣
あ
り
、
子
丑
(
北
微
束
)

に
向
う
。

お
お
や
ま
つ
み
の
み
こ
と

祭
神
は
大
山
津
見
命
な
り

石
の
階
段
あ
り
、
石
燈
寵
一
対
あ
り
、
径
四
尺
の
大

松
二
本
あ
り
。

「
二
O
O

七
年
四
月
調
査
、
松
は
な
し
境
内
に

は
四
本
の
大
杉
(
直
径
五

O
糎
以
上
)
を
中

心
に
雑
本
多
数
に
で
森
と
な
り
荷
を
覆
ふ
、

毎
年
一
月
四
日
に
は
参
拝
者
あ
り
し
が
、
ん

7

は
稀
な
り
」



38 
固

満

寺
(
薬
師
)

千
五
百
七
十
四
番
地
に
あ
り
、
月
光
山
円
満
寺
と
い

う
本
堂
は
二
聞
に

二
間
二
尺
辰
(
南
東
微
南
)
の
方
に

向
う
、
本
尊
薬
師
如
来
に
し
て
行
基
が
作
な
り
と
い
え

る
尊
像
に
、
十
二
神
の
像
を
添
え
た
り
。

前
庭
に
石
燈

龍
一
対
あ
り
、

一
字

一
石
塔
二
基
建
つ
、
そ
の
内
一
基

は
長
門
国
の
住
人
権
左
衛
門
寄
進
し
他
の
一
基
は
当
村

八
木
伝
蔵
の
寄
進
に
成
る
と
伝
う
。

菅
野
伊
三
太
の
弟
八
木
安
太
郎
が
幼
時
植
え
し
と
い

う
銀
杏
樹
昭
和
二
(
一
九
二
七
)
年
頃
径
二
尺
余
の
も

の
あ
り
き

。

t晶喝

堂正面

園満寺参道よりの遠跳砂

銀杏の大樹があり東向

に建つ
2007年8月撮影

新築記念碑

F
h
u
 

に
.
u

「
当
寺
は
平
成
十
六
年
十
月
中
野
組
中
、
一
ハ
人
に

よ
り
本
堂
を
改
築
し
、
組
中
の
崇
敬
篤
さ
こ

と
が

L窺
え
る
。

銅
版
葺
槍
材
を
使
い
宮
大
工

の
巧
の
技
に
よ
り
由
緒
あ
る
寺
と
し
て
の
風

格
を
備
う
、
前
庭
の
石
塔
な
ど
往
時
と

、変

ら
ず
、
大
銀
杏
樹
根
廻
り
三
・
五
米
樹
、
一
角
三

十
三
米
余
の
巨
木
あ
り

。

地
元
の
信
仰
篤
さ

は
勿
論
、
近
郷
の
参
拝
者
は
今
尚
多
し
(
新

築
設
計
図
別
添
の
通
り
)
」
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39 
馬

野

寺

千
三
百
九
十
九
番
地
に
あ
り
、
仲
尾
山
と
号
し
大
宝

院
と
称
す
、
本
堂

二
間
四
面
、
南
向

に
建
ち
、
本
尊
不

動
明
王
を
記
り
し
が
修
験
道
廃
止
令
と
共
に
廃
寺
と
な

り
、
本
尊
は
同
組
の
薬
師
堂
に
合
記
せ
り
、
太
宝
院
の

跡
は
丹
生
谷
善
八
の
家
系
に
伝
わ
(
以
下
欠
字
)

「
現
地
は
水
田
と
な
り
又
区
画
整
備
に
よ
り
そ

の
跡
地
の
面
影
を
止
め
ず
。

本
尊
は
円
満
寺
に
ム
ロ
札
さ
れ
た
り
、
近
く
の

墓
地
に
は
無
縫
塔
の
山
伏
の
墓
が
あ
る

」

口
。

「
「υ



40 

神

社

天

甲

二
千
五
百
六
番
地
に
あ
り
、
正
殿
一
間
五
尺
、
拝

お
お
な
む
ち
の
み
こ
と
す
く
む
ひ
こ
の
み
こ
と

殿
方
三
面
、
西
面
す
、
祭
神
は
大
己
貴
命
、
少
名
彦
命

な
り
、
境
内
に
石
の
手
水
鉢
あ
り
、
職
四
本
、
提
灯
六

張
を
献
ず
、
椋
の
大
樹
そ
の
径
五
尺
五
寸
位
の
も
の

三

本
、
雑
木
数
十
本
、
真
竹
あ
ま
た
あ
り
た
り
、

年
々
祭
礼
に
は
神
楽
を

奏
し
た
り
し
が
絶
え
ぬ
。

「
当
社
地
は
、
宮
ノ
谷
池
(
新
池
)
の
西
側
旧
道

添
に
あ
り
、
正
殿
拝
殿
は
礎
石
の
み
残
り
奥

の
石
積
、
に
石
荷
あ
り
、
社
地
内
は
刈
梯
は
れ

附
近
に
は
雑
木
生
い
茂
れ
り
」

2007年7月撮影

ハ
吋U
F
h
d
 



41 
軍首旨1・ ひ

主 ;

神

社

チ
ヨ
チ

ヶ
薮
と
称
す
る
草
山
ノ
中

腹
巌
根
に
あ
り

。

ひ
じ
り
か
み

五
尺
ば
か
り
の
宮
東
向
に
あ
り

て
、

聖
神
を
杷
り

た
り
。

す
き
の
お
の
み
こ
と
お
お
と
し

聖
神
と
は

須
佐
男
尊
の
子
大
年

ノ
神
の
第
五
男
な
り

。

※
信
太
明
神
・
・
・和
泉
国
の
聖
神

社

-60-

「
チ
ヨ
チ
ヶ

薮
な
る
地
番
を
税
務
課
土
地
係
に

て
閲
覧
す
る
も
一

ヶ
、所
あ
る
の
み
、
俗
に
此

の
附
近
を
チ
ヨ
チ
ヶ

薮
と
呼
称
せ
る
も
の
と

推
察
さ
れ
往
時
は
草
山
に
て
久
尾
と
え
根
木

の
旧
道
あ
り
た
る
と
聞
く
も
、
現
在
附
近
一

帯
は
植
林
成
木
林
に
し
て
急
傾
斜
で
崩
壊
の

た
め
通
行
不
能
と
の
こ
と
に
て
手
掛
も
な
く

確
認
不
能
」



42 
白

尾

神

社

乙
五
十
五
番
地
に
あ
り
、
正
殿
は
六
尺
に
五
尺
、

王
ナ
4
J
J
 

殿
祭は
神 ー
は間
猿2 半
田 た に

比ひ二
古品 開
命? 北
な面
りす

社
前
に
釣
鐘
桜
と
称
す

る
桜
の
老
樹
あ
り
た
り
、

そ
の
径
五
尺
ば
か
り
、
珍
ら

し
き
も
の
な
り
し
が
今
は
社
殿
と
共
に
無
く
、

雑
木
、

真
竹
等
生
き
茂
る

。

「
社
地
内
に
塩
ヶ
森
テ
レ
ビ
塔
用
エ
事
道
が
通

り
昭
和
五
十
年
貫
通
し
、
現
在
は
そ
の
道
路

も
舗
装
さ
れ
久
尾
側
の
登
山
道
と
な
っ
て
居

り
、
社
地
は
道
路
の
上
側
に
あ
り
釣
鐘
桜
は

道
路
下
側
に
有
り
老
木
な
り
し
が
、
春
は
美

し
く
咲
く
花
は
釣
鐘
の
よ
う
な
花
弁
で
あ
り
、

江
戸
彼
岸
桜
と
し
、
市
指
定
の
天
然
記
念
物

で
あ
る
。

社
殿
跡
の
老
木
の
そ
、
ば
に
小
柄
あ

り
」

2007年7月撮影

-61-



43 
地

蔵

堂

甲
二
千
四
百
十
九
番
地
に
あ
り
、
二
間
四
面
の
堂
東

向
に
建
ち
て
地
蔵
菩
薩
を
杷
る
。
古
来
乳
を
給
わ
る
と

伝
え
ら
れ
て
婦
女
の
参
詣
多
し

。

「
現
地
は
甲
二
千
四
百
十
四
番
地
に
し
て
白
尾

神
社
に
隣
接
し
て
居
り
石
段
を
登
り
た
る
処

に
、
近
年
波
ト
タ
ン
茸
の
仮
本
殿
を
田
社
の

古
材
を
使
用
し
て
地
元
有
志
建
設
と
聞
く

。

そ
の
社
殿
内
に
石
像
四
体
を
花
る
、
拝
殿
上

縁
に
は
寄
進
者
の
氏
名
が
記
さ
れ
、
供
物
な

ど
あ
り
参
詣
者
多
か
り
し
事
が
う
か
が
え
る

。

境
内
に
は
銀
杏
の
老
木
が
あ
り
、
乳
、
身
の
如

く
垂
れ
下
っ
た
気
根
あ
り

。

(
地
番
現
地
と

照
合
し
て
、
可
正
せ
り
)
」

拝殿内部

拝殿外部 2007年7月撮影

-62-



天

王

社

乙
百
四
十
八
番
地
に
て
、
正
殿

一
間
拝
殿
二
間
半
四

方
辰
巳
(
南
東
)
に
面
し
た
り
。

す
さ
の
お
の
み
こ
と

祭
神
は
須
佐
男
命
、
年
々
神
楽
を

奏
し
た
り
。

前
庭
に
石
燈
龍

一
対
、
石
の
手
水
鉢
一
個
現
存
す
、

又
峨
八
本
並
提
灯
四
張
を
献
じ
た
り
、
社
地
樫
の
大
樹

数
株
及
径
一
尺
八
す
位
の
桜
一
本
あ
り
、
雑
木
、
真
竹

等
茂
り
合
え
り
し
が
今
は
す
べ
て
莫
し

「
当
社
地
の
下
に
は
林
道
開
通
と
、
(
利
山
に

通
、
ず
)
旧
久
尾
道
の
岐
れ
上
に
往
時
の
切
石

段
あ
り
、
処
々
崩
れ
た
る
も
十
数
段
昇
り
し

処
に
社
地
跡
あ
り
、
礎
石
の
み
残
り
た
る
平

地
あ
り
道
路
開
通
で
隔
っ
た
が
川
に
石
燈
龍
二

基
現
存
す
」

円
J

ハh
u

段

4

石

-

司

社王天



45 
山

王

社

お
お

や
ま

づ
み
の
み
こ
と

石
造
の
小
柄
東
面
し
て
大
山
津
見
命
を
杷
れ
り
、
径

四
尺
ば
か
り
の
大
松

一
本
現
存
す
。

「
地
元
会
員
の
案
内
を
得
て
踏
査
す
る
も
地
番

不
明
に
つ
き
確
認
出
来
な
か
っ
た

。

因
み
に

当
大
根
木
地
区
は
西
北
は
峰
に
よ
り
固
ま
れ

南
来
向
に
丘
陵
地
帯
が
お
け
地
味
肥
沃
に
し

て
、
明
治
末
期
項
に
は
十
七
、
戸
の
往
、
家
、
が
あ

り
し
が
、
今
は
な
く
往
時
の
屋
敷
跡
の
石
垣

貯
水
池
跡
な
ど
認
め
ら
れ
し
が
、
畑
地
宅
地

跡
は
一
面
の
杉
槍
が
林
、
正
し
い
る。

近
く
に

は
上
林
道
の
道
標
あ
り
」

(
古
老
よ
り
の
云
伝
へ
を
聞
き
た
り
)

2007年9月撮影貯水池跡

64 



之

宮

西

甲

二
千
七
十
五
番
地
に
あ
り
、
当
時
は
東
向
に
方
九

ひ
る
こ
の
み
こ
と

尺
の
本
殿
あ
り
て
蛭
子
命
を
杷
り
た
り

。

社
地
大
榎

一
本
と
小
雑
木
沢
山
あ
り

。

「
当
社
地
は
戦
後
の
開
墾
地
に
し
て
当
時
は
畑

地
と
な
り
し
が
、
時
を
経
て
荒
地
と
な
り
、

そ
の
地
に
植
林
成
木
林
と
な
る
も
西
之
宮
跡

地
と
し
て
平
地
あ
る
も
、
本
殿
な
ど
現
存
せ

ず
、
確
認
出
来
な
い
」

2007年9月撮影

-65-



椎
ノ
木
谷
に
在
り
、
一
間
半
に

二
聞
の
堂
あ
り
て
本

尊
観
世
音
菩
薩
を
紀
る
。

も
と
大
根
の
上
墓
の
近
傍
に

あ
り
し
が
、
近
年
坂
の
上
に
移
し
現
存
せ
り
。

「
甲
ニ
ニ
O

四
番
地
に
小
柄
ら
現
存
せ
り
」

nh
U
 

ハh
U



48 

水

神

社

七
百
八
十
六
番
地
に
、
上
製
石
造
の
桐
現
存
す
、

み
ず
は
の
め
の
か
み
に
ぎ
は
や
ひ
の
み
こ
と

同
象
能
女
神
と
鏡
速
日
命
を
紀
る

。

社
地
に
小
杉
三
本
あ
り
、

位
の
大
杉
二
本
あ
り
た
り
き
、明
治
初
年
迄
は
径
五
尺
五
寸

又
元
の
社
殿
は
四
尺
ば

か
り
の
檎
作
り
の
宮
狭
屋
の
内
に
あ
り
し
な
り

。

「
大
杉
三
木
調
査
時
確
認
す
直
径
五
十
糎
余
、

附
近
に
は
清
水
溢
出
し
黒
岩
組
の
飲
料
水
供

給
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
ゐ
る
」

2007年4月撮影
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両

山

神

社

口
δFh
u
 

高
サ
二
尺
、
正
面
一
尺
五
す
の
小
嗣
あ
り
た
り
、

た
お
き
ほ
お
い
の
み
こ
と
ひ

こ

さ
し
り
の
み
こ
と

手
置
帆
負
命
、
彦
狭
知
命
の

二
神
を
杷
る
。

峨
二
本
を
献
じ
た
り
し
が
今
は
あ
ら
ず
。

「
跡
地
は
自
然
石
台
座
長
さ
一
未
と
一
・
五
未

の
二
段
と
な
り
子
前
に
石
段
あ
り
、
社
地
の

北
向
は
高
さ
十
米
余
の
断
が
い
絶
壁
の
一
枚

岩
あ
り
南
面
石
積
あ
り
、
附
近
は
雑
木
茂
り

森
と
な
る
」
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堂

xl三
日

観

千
六
百
五
十
二
番
地
に
あ
り
、
二
間
四
方
の
堂
酉
成

(
西
微北
)
に
面
し
て
建
つ
。

観
世
音
菩
薩
を
記
れ
り

。

石
の
手
水
鉢
と
石
燈
箆
各
一
個
現
存
す
。

「
堂
の
屋
根
は
昭
和
五
十
年
に
波
ト
タ
ン
葺
と

し
た
。

堂
内
天
井
に
は
天
井
清
が
あ
り
し
が

作
者
不
明
、
又
何
時
画
か
か
れ
た
か
知
れ
ず
、

彩
色
極
め
て
鮮
か
な
り
、
後
日
の
調
査
に
待

ち
度
い

。

堂
の
厨
子
内
に
石
造
観
音
像
を
札
れ
り
黒
岩

組
中
輪
番
に
て
清
掃
管
理
し
て
毎
年
八
月
念

体
供
養
あ
り
」

(
天
井
今
四
十
八
枚
)

200フ年4月撮影
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大
根
木
山
之
神
社

「
大
根
木
山

之
神
社
嗣
ら
あ
り
下
の
写
真
の
如
く
横
約

七
O
糎
高
さ
九
O
糎
の
石
像
あ
り
正
面
山
神
社
左
側
面

大
根
木
組
、
右
側
面
に
明
治

二
十
三
年
の
石
刻
あ
り
。

」

2007年9月撮影

4
 

円i



久
尾
山
之
神
社

「
『
ひ
ょ
う
た
ん
池
』
の
土
堤
下
の
台
地
畑
の
中
程
に
、

石
造
り
の
嗣
あ
り
、
内
面
に
山
之
神
社
明
治

二
十
二
年

の
刻
印
あ
り

祭
神
は
大
山
祇
命
な
り
し
か
?
」

2007年7月撮影
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久
尾
春
尾
権
現
社

「
甲
二
四
九
七
番
地
に
あ
り
、
当
社
は
社
寺
誌
に
は
掲

載
な
か
り
し
が
、
地
元
久
尾
地
区
で
は
標
記
の
如
く
呼

称
さ
れ
、
古
く
よ
り
崇
敬
篤
く
、
戦
後
の
一
時
期
ま
で

は
、
春
祭
り
の
行
事
な
ど
も
行
は
れ
散
餅
な
ど
も
あ
り
、

多
数
の
参
詣
者
あ
り
し
と
き
く
、
台
座
は
切
石
積
に
て
、

・
五
米
、
巾

一

高
さ
一

-
八
米
に
小
一
刑
あ
り

ヤ
マ
ニ
ツ
ケ
の
老
木
あ
り

祭
神
不
明
」

春尾社全景 2007年7月撮影
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(
し
め
縄
づ
く
り
奉
仕
)

井
内
老
人
ク
ラ
ブ

「
吉
井
神
社
」
井
内
字
宮
ノ
森
古
代
起
源
、
天
正
十
八
年

河
内
二
呂
日
生
新
田
神
社
風
宮
と
、
熊
野
宮
明
神
宮
天
神
宮

を
合
せ
て
総
河
内
入
社
明
神
と
称
し
た
。
吉
井
神
社
と
な
っ

た
の
は
明
治
三
年
で
あ
る

。

(
「
川
内
新
町
誌
」
よ
り
)
そ

の
後
幾
度
か
改
修
が
な
さ
れ
た
が
、
現
在
の
社
殿
は
昭
和
四

十
六
年
大
改
築
に
着
手
し
銅
版
葺
総
桧
造
り
で
堅
ろ
う
優
美

に
し
て
、
こ
の
社
殿
は
時
の
無
形
文
化
財
、
人
間
国
宝
、
窪

田
文
次
郎
翁
の
設
計
監
督
に
よ
り
同
年
十
月
完
成
し
た

。

尚

此
の
社
殿
改

築
の
財
源
は

、
昭
和
八
年
神
職
豊
田
馬
次
郎
氏

の
熱
意
と
総
代
氏
子
の
協
議
に
よ
り
川
東
八
ノ
山
の
七
町
歩

に
杉
槍
の
植
林
撫
育
管
理
一
切
を
氏
子
の
長
年
に
亘
る
労
力

奉
仕
に
よ

り
見
事
な
美
林
に
成
長
し
、
昭
和
四
十
六
年
伐
採

処
分
し
た
。

(
「
社
殿
改
築
記
念
碑
」

一
部
引
用
)

建
築
財
源
に
充
当
し
た
残
余
は

、

当
社
の
基
本
財
産
積
立

て
更
に
ス
ク
モ
塚
に
新
に
神
社
林
と
し
て
買
収
現
在
育
成
し

て
ゐ
る
。

そ
の
当
時
の
木
材
価
格
の
好
況
が
伺
へ
る
。
此
の

よ
う
な
社
殿
改
築
に
よ
っ
て
新
装
な
っ
た
拝
殿
に
相
応
し
い

注
連
縄
を
高
須
賀
富
太
郎
氏
が
寄
進
奉
納
さ
れ
た
が
、
一
度

銅
線
巻
替
な
ど
施
し
て
居
る
が
、
三
十
年
の
長
年
月
に
よ
り

老
朽
化
著
し
く
、
新
調
し
て
は
と
の
話
は
老
人
会
に
於
い
て

も
度
々
話
し
合
わ
れ
た
も
の
の

、

稲
藁
確
保
の
問
題
、
何
よ

り
も

、
し
め
縄
造

り
の
技
に
全
く
自
信
が
な
く

、
時
を
過
ご

し
て
居
た
と
こ
ろ
、
由
里
の
和
田
佐
太
郎
氏
が
川

上
神
社
、

吉
井
神
社
改
築

そ
の
他
の
神
社
の
し
め
縄
造
り
を
指
導
さ
れ
て
い
る
由
の
記

事
が
新
聞
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
の
で
、
早
速
神
社
総
代
長
、

東
一
夫
氏
が
和
田
氏
に
依
頼
さ
れ
御
快
諾
を
得
て
、
早
速
準

備
に
取
り
か
か
り
、
総
代
長
、
東
一
夫
氏
は
三
畝
歩
余
り
の

新
藁
を
す
ぐ
り
小
束
に
し
て
提
供
(
大
変
な
労
力
で
あ
っ
た

と
思
う
)
当
日
は
総
代
長
外
三
人
の
総
代
に
井
内
老
人
ク
ラ

ブ
員
十
余
名
が
年
の
瀬
も
迫
る
昨
年
(
平
成
十
三
年
)
十
一

月

三
十
日
朝
、
神
社
拝
殿
に
集
ま
り
、
和
田
氏
の
巧
の
技
と
、

熱
誠
溢
れ
る
率
先
指
導
に
励
ま
さ
れ
、
本
殿
、
中
殿
、
拝
殿
、

末
社
、
手
洗
鉢
の
五

ヶ
所
に
し
め
縄
を
新
調
奉
納
す
る
こ
と

が
出
来
た
。

長
年
の
懸
案
作
業
が
完
成
し
た
。

終
日
の
労
れ
も
な
く
気
分
爽
快
、
つ
る
べ
落
し
の
初
冬
、

境
内
は
茜
色
の
夕
日
に
映
へ
久
し
ぶ
り
に
充
足
感
に
浸
る
事

が
出
来
た
。

此
の
奉
仕
作
業
は
我
々
老
人
会
に
と
っ
て
は

、

生
涯
に
一

度
の
機
会
で
あ
り
、
そ
の
巡
り
合
が
出
来
た
有
難
さ
に
感
謝

す
る
と
共
に
、
改
め
て
和
田
佐
太
郎
氏
の
献
身
的
な
御
奉
仕

に
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

「由
緒
深
き
吉
井
神
社
が
井
内
の
鎮
守
の
宮
と
し
て
氏
子

中
の
御
加
護
賜
わ
ん
こ
と
を
祈
り
つ
つ

:
:
:
」

(
平
成
十
四
年
四
月
「
川
内
老
連
だ
よ
り
」
よ
り
)
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※
後
日
豊
田
馬
次
郎
氏
の
労
に
応
へ
て
、
宮
総
代
有
志
一
行

が
同
氏
の
出
身
地
、
丹
原
町
田
野
の
墓
地
を
参
拝

、

遺
族
の

方
と
歓
談
し
た
。

そ
の
後
豊
田
氏
遺
族
の
吉
井
神
社
へ
の
参
拝
も
あ
っ
た

。



井
内
社
寺
誌
復
刻
編
さ
ん
を
終
え
て

先
ず
本
誌
の
復
刻
編
さ
ん
に
思
い
つ
い
た
の
は
か
れ

こ
れ
一
年
前
頃
で
あ
り

、

丁
度
黒
岩
組
中
の
古
文
書
函

よ
り

「井
内
社
寺
誌

」
を
拝
借
し
て
目
を
透
す
事
と
し

た
が
、
印
刷
も
薄
れ
文
中
に
は
変
体
仮
名
、
略
字
な
ど

浅
学
の
身
を
以
っ
て
難
解
な
部
分
が
多
く
、
か
れ
こ
れ

思
案
難
渋
し
た
が
、
識
者
の
指
導
を
受
け
て
漸
く
原
稿

用
紙
に
転
記
す
る
事
が
出
来
た
。
社
寺
誌
の
内
容
に
は

当
然
な
こ
と
な
が
ら
、
祭
神
名
、
菩
薩
名
が
記
さ
れ
て

ゐ
る
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
も
振
り
仮
名
を
付
け
る
な

ど
し
て
読
み
易
く
し
た

。

此
の
よ
う
に
し
て
何
回
か
繰

返
し
通
読
す
る
内
に
、
自
然
と
現
地
踏
査
し
て
確
め
た

い
想
い
に
か
ら
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
に
も
諮
り
、
往

時
(
昭
和
三
年
頃
)
と
現
在
を
比
較
検
証
。

現
地
の
写

真
等
を
撮
り
内
容
を
観
察
し
て
、
そ
の
証
と
し
て
後
世

に
残
す
に
充
分
価
値
あ
る
事
業
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
老

人
会
の
仕
事
で
あ
る
と
意
見
一
致
を
み
た
次
第
で
あ
る
。

然
し
そ
の
編
集
委
員
(
老
人
会
男
役
員
全
員
)
も
令
八

十
超
の
者
も
あ
り
、
五
十
ヶ
所
に
及
ぶ
社
寺
を
巡
歴
す

る
事
は
容
易
な
事
で
は
な
く
、
井
内
地
区
内
と
は
云
へ

久
尾
i

大
平
な
ど
多
く
の
辺
地
山
野
で
あ
り
、
踏
査
も

そ
の
所
在
番
地
を
巡
り
、
地
区
の
人
達
の
好
意
的
な
案

内
に
支
へ
ら
れ
、
又
励
ま
し
の
声
援
を
受
け
後
押
さ
れ

る
よ
う
な
勇
気
を
与
え
て
呉
れ
た
御
陰
で
、
こ
こ
ま
で

辿
り
付
け
た
想
い
で
一
杯
で
あ
る
。

何
よ
り
嬉
し
か
っ
た
事
は
踏
査
の
際
に
そ
の
地
番
に

往
時
の
社
寺
跡
に
出
合
へ
た
時
の
感
激
、
何
と
も
云
へ

な
い
想
い
が
し
た
。

又
現
存
し
な
い
、
確
認
に
出
来
な

か
っ
た
社
寺
も
数
ケ
所
あ
り
、
八
十
年
の
時
代
の
流
れ

を
泌
々
と
感
じ
た

。

此
の
現
地
踏
査
の
完
成
の
裏
に
は

社
寺
中
の
難
所
中
の
難
所
、
横
滝
山
、
赤
松
山
頂
、
仲

屋
奈
良
原
社
外
数
社
に
つ
い
て
は
地
元
有
志
に
よ
り
写

真
撮
影
な
ど
格
別
な
協
力
を
戴
い
た
事
を
感
謝
申
上
げ

た
い
。

幾
多
の
ハ
ー

ド
ル
を
越
え
脱
稿
す
る
事
出
来
た

nxu 

司i



が
振
り
返
っ
て
力
不
足
の
た
め
拙
な
い
復
刻
と
な
っ
た

事
を
御
叱
正
御
寛
容
を
賜
り
た
い

。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
本
誌
の
表
紙
絵
こ
そ
我
が
井

内
在
住
の
画
家
、
菅
野
輝
雄
氏
の
作
で
あ
り
、
古
里
井

内
の
懐
し
の
善
神
山
連
峰
で
あ
り
本
誌
に
相
応
し
い
も

の
で
あ
り
御
快
諾
下
さ
っ
た
御
好
意
に
対
し
て
厚
く
御

礼
申
上
げ
ま
す
。

追
っ
て
今
年
は
殊
の
外
の
猛
暑
日
の
連
続
で
あ
っ
た

が
、
本
誌
の
現
地
踏
査
も

、

計
画
通
り
四
月
よ
り
九
月

の
六
ヶ
月
間
に
、
社
寺
数
、
五
十
ケ
処
、
外
に
三
社
を

加
へ
た
調
査
が
終
っ
た
。

老
人
ク
ラ
ブ
役
員
(
編
集
委
員
)
は
も
と
よ
り
、
地

区
で
の
案
内
を
戴
い
た
各
位
の
、
暑
い
時
期
多
忙
の
処

御
先
導
戴
い
た
そ
の
御
好
意
に
対
し
、
改
め
て
深
甚
の

謝
意
を
表
し
た
く
地
区
別
に
御
名
前
を
掲
載
致
し
ま
す
。

大
平
地
区

'l 

成

-h
出

『
寸
」

区区

菅
野

菅
野

東城
戸

渡鶴
部見

j¥ 

木
渡東

勝
氏
(
社
寺
写
真
提
供
)

謙
一
氏

繁
義
氏

明
氏

恵
子
氏
(
社
寺
写
真
提
供
)

秀信
之猛
氏氏

勉
氏
夫
妻
(
社
寺
写
真
提
供
)

頼
一
氏

・

八
木
新
三
郎
氏

O
編
集
委
員
、
監
修
委
員
、
敬
称
略
す
(
順
不
同
)

六
地
蔵
地
区

仲
屋
地
区

// 

久大庄
根屋

木元

区区

尾
編
集
委
員

大
野
鎮
雄

渡
部
孝
雄

八
木
石
松

橋菅菅
本野野

静孝喜
雄雄明

監
修
委
員

酒
井
孝

権
名
津
義
寛

平
成
十
九
年
十

二
月
吉
日

編
集
委
員

菅
野
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番号| 社寺名 |番号| 社寺名

① |横瀧山|⑭|謁村神社
② |天王山|⑮|地蔵堂
③ |山神社|⑮|善城寺
④ |権現社I @ I風宮社
⑤XI荒神社|⑩XI新居田社
⑤XI天 神 社|⑬|迦登美古神社
⑦ |古 堂 I @XI熊野神社

① l香積庵I @ I奈良原社
(( ①X I瀧本神社l @ I地蔵堂
⑮ |山神社I @XIーノ宮神社
⑪ |地蔵堂I @XI二ノ宮神社
⑫XI三島神社 I @ I六地蔵堂
⑬ |金比羅神社 I @ I北閏神社
×…確認不能 外・・今次登載した社
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番号| 社寺名 |番号

@|若宮神社 I @ I 天
@|長長ノ神社 I @XI嘗神社
⑮XI天満宮I @ I 白尾神社
@ |地蔵堂 I @ I地蔵堂
@ |吉井神社 I @ I天王社
@|金毘羅神社 I @XI山王社
@ |山之神社 I @XI西之宮

@|地蔵堂 I @ I観音堂
⑮ |大通庵I @ I水神社
@ |善神社 I @ I西山神社
@|山之神社 I @ I観音堂
@|圃 満寺|外 1 I 春開閉土(畑
@ |馬野寺|外 2山剛(短)

外 3畑JQ嗣伏林j

社寺名

神社
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